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1
はじめに
Dell Lifecycle Controller は、導入、設定、アップデート、保守および診断などのシステム管理作業をグラフィ

カルユーザーインタフェースを介して実行するための高度な内蔵システム管理を実現します。Lifecycle 
Controller は、 新 Dell サーバーの iDRAC7 帯域外ソリューションおよび内蔵の Unified Extensible Firmware 
Interface（UEFI）アプリケーションの一部として提供されます。iDRAC7 は、UEFI ファームウェアと連動して

ハードウェアのあらゆる側面にアクセスして管理を行い、これには従来の Baseboard Management Controller
（BMC）機能を超えるコンポーネントおよびサブシステム管理も含まれます。

メモ: UEFI 環境は、ローカルコンソールインタフェース、およびローカルに管理されるシステムコンポ
ーネント用のインフラストラクチャを提供します。

Lifecycle Controller は、次のコンポーネントで構成されます。

• GUI ベースの Lifecycle Controller：

– 内蔵フラッシュメモリーカード内に存在する内蔵設定ユーティリティです。

– 起動シーケンス中に開始される BIOS ユーティリティに似ており、プレオペレーティングシス
テム環境での動作が可能です。

– システムのライフサイクル全体を通して、組み込まれた環境からのシステムとストレージの管
理タスクを可能にします。

• Remote Services（WS-Management）は、1 対多方式を使用してエンドツーエンドのサーバーライフサ
イクル管理を簡素化し、 Dell OpenManage Essentials およびパートナーコンソールと統合されたリモー
ト展開のためのインターフェースを提供します。詳細は、『Dell Lifecycle Controller Remote Services ユー
ザーズガイド』を参照してください。

iDRAC7 With Lifecycle Controller を使用するメリット

次のメリットが挙げられます。

• 可用性の向上 — 不具合発生からの復帰時間を短縮するために役立つ、エラーの可能性または実際の
エラーの早期通知を行います。

• 生産性の向上および総所有コスト（TCO）の削減 — 遠隔地に多数存在するサーバーへの管理者の管理
範囲を拡大は、交通費などの運用コストを削減しながら IT スタッフの生産性を向上させることができ
ます。

• セキュアな環境 — リモートサーバーへのセキュアなアクセスを提供することにより、管理者はサー
バーおよびネットワークのセキュリティを維持しながら、重要な管理作業を行うことができます。

• Lifecycle Controller による内蔵システム管理の強化 – ローカル展開においては Lifecycle Controller の GUI 
による展開および保守性の簡略化を提供し、リモート展開においては Dell OpenManage Essentials およ
びパートナーコンソールと統合された Remote Services（WS-Management） インターフェースを提供し
ます。

iDRAC7 の詳細については、support.dell.com/manuals で、『Integrated Dell Remote Access Controller ユーザ

ーズガイド』を参照してください。

主要機能

Lifecycle Controller には、次の主要機能が備わっています。

• 機能の論理的なグループ化による使いやすい GUI。
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• カスタムブランド化 — カスタマーセントリックのブランド化情報によるインタフェースのブランド
変更。

• システムサービスタグの提供

• プロビジョニング — 統一インターフェースからの、プリオペレーティングシステム全体の設定

• 展開 — Lifecycle Controller 上の内蔵ドライブでの簡素化されたオペレーティングシステムのインスト
ール。

• 次のいずれかのソースから、オペレーティングシステムのインストール用ドライバをダウンロードし
ます。

– ftp.dell.com の Dell FTP ウェブサイト

– USB 大容量ストレージデバイス

– 『Dell Lifecycle Controller OS ドライバパック 』DVD

– 『Dell Server Updates 』DVD

– 『Dell Systems Build and Update Utility』 DVD

– ネットワーク共有

• パッチまたはアップデート — ftp.dell.com からアップデートを直接入手することによる、オペレーティ
ングシステムにとらわれない、保守ダウンタイムの短縮化。ロールバック用の現行バージョンを保持
することにより、ファームウェアのアップデートを簡素化します。

• サービス — ハードディスクドライブに依存することなく診断が常時可能。Dell PowerEdge RAID コン
トローラ、NIC、または電源装置などの現場交換可能部品の交換中にファームウェアを自動でフラッ
シュすることができます。

• セキュリティ — ローカルキー暗号化をサポート。

• プラットフォームの復元 — サーバープロファイル（RAID 設定を含む）をバックアップし、サーバー
を以前の既知の状態に復元します。

Lifecycle Controller を使用する理由

システム管理は、通常管理者の役割の中核となるものです。オペレーティングシステムのインストールがで
き、機能およびポリシー要件のためのファームウェアのアップデート、デバイスの設定を行って、IT ネット

ワークを 大化に生かすことは、この役割に不可欠な側面です。Lifecycle Controller がリリースされる前、管

理者は、複数の CD や DVD で出荷された Dell OpenManage Server Administrator（DSA）、Dell Systems Build Update 
Utility（SBUU）、および Dell Deployment Toolkit（DTK）などの多くのツールを使用する必要がありました。多

くのバージョン向けの複数ディスクの維持と使用は、管理者にとって非常の手間のかかる作業でした。

この問題を解決するため、デルは Lifecycle Controller アプリケーションとともにシステムに内蔵されたフラッ

シュチップである Lifecycle Controller を提供します。Lifecycle Controller は、管理者をメディアから解放し、ロ

ーカルに内蔵されたドライバリポジトリによるオペレーティングシステムの展開、ファームウェアアップデ
ート、ハードウェア設定、およびプラットフォーム固有の診断ルーチンを可能にします。Lifecycle Controller 
はオペレーティングシステムが機能しないときだけでなく、インストールされていないときでさえも使用で
きるので、ユーザーの要件に応じたシステムのプロビジョニングおよびカスタム化にさらなる柔軟性を実現
します。ツールは統合かつ内蔵されていることから、オペレーティングシステムのフォーマットまたは再イ
ンストールでもツールが削除されることがなく、時間と費用の大幅な節約につながります。

Lifecycle Controller のライセンス可能な機能

Lifecycle Controller 機能は、購入したライセンスタイプ（基本管理、 iDRAC7 Express、ブレード用 iDRAC7 
Express、または iDRAC7 Enterprise）に基づいて使用することができます。Lifecycle Controller Web インタフェ

ースではライセンス機能のみが使用可能です。ライセンス管理の詳細については、『iDRAC7 ユーザーズガイ

ド』を参照してください。次の表は、購入したライセンスに基づく Lifecycle Controller 機能を示します。
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機能 IPMI による基本管理 iDRAC7 Express ブレード用 iDRAC7 
Express

iDRAC7 Enterprise

ファームウェア
アップデート

あり あり あり あり

オペレーティン
グシステムの展
開

あり あり あり あり

デバイスの設定 あり あり あり あり

診断 あり あり あり あり

サーバープロフ
ァイルのエクス
ポートおよびイ
ンポート

- - - あり

部品交換 - - - あり

ローカルアップ
デート

あり あり あり あり

ドライバパック あり あり あり あり

リモートサービ
ス（WS-MAN を使
用）

- あり あり あり

その他の必要マニュアル

本ガイドに加え、support.dell.com/manuals で次のガイドが利用できます。マニュアル ページで、ソフトウェ

ア → システム管理 とクリックします。右側の適切な製品リンクをクリックして、マニュアルにアクセスし

ます。

• 『Lifecycle Controller オンラインヘルプ』には、GUI で利用できるフィールドの詳細情報、およびその説
明が記載されています。

• 『Lifecycle Controller Readme』は、製品内からアクセスできます。システムまたは文書の 終段階での
アップデートや、経験豊富なユーザーや技術者向けの高度な技術リファレンス資料を記載するウェブ
バージョンも提供されています。

• 『Dell Lifecycle Controller Remote Services ユーザーズガイド』は、Remote Services の使用に関する情報を
提供します。

• 『システム管理概要ガイド』は、システム管理タスクを実行するために利用可能なさまざまなソフト
ウェアに関する概要情報を提供します。

• 『iDRAC7 概要および機能ガイド』は、iDRAC7 とそのライセンス機能、およびライセンスアップグレー
ドオプションに関する情報が記載されています。

• 『Integrated Dell Remote Access Controller 7（iDRAC7）ユーザーズガイド』では、タワー型、ラック形、
およびブレードサーバー用に iDRAC7 を設定して使用し、ネットワーク経由でお使いのシステムとそ
の共有リソースをリモートで管理および監視するための情報が説明されています。

• 『Dell Repository Manager ユーザーガイド』は、対応 Microsoft Windows オペレーティングシステムを実
行するシステム用に、Dell アップデートパッケージ（DUP）で構成されるカスタムバンドルおよびリ
ポジトリを作成する方法についての情報を提供します。

• 『Dell システムソフトウェアサポートマトリックス』の「Lifecycle Controller 対応 Dell システムとオペレ
ーティングシステム」の項では、ターゲットシステムで展開可能な Dell システムおよびオペレーティ
ングシステムのリストが掲載されています。

• 『PERC H710、H710P、および H810 技術ガイドブック』 は、PERC H710、H710P、および H810 コントロー
ラに関する仕様および設定関連情報です。

• 『Dell システムビルドおよびアップデートユーティリティ（SBUU）ユーザーズガイド』では、Dell シ
ステムの導入およびアップデートのための情報が記載されています。

• 「用語集」では、本書で使用されている用語が説明されています。
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次のシステムマニュアルは、追加情報を提供するためのものです。

• システムに同梱の「安全にお使いいただくために」には、重要な安全および規制情報が記載されてい
ます。規制に関する詳細は、dell.com/regulatory_compliance にある、法規制の順守ホームページを参照
してください。保証情報は本書、または個別の文書に記載されています。

• ラックソリューションに付属の『ラック取り付けガイド』では、システムをラックに取り付ける方法
について説明しています。

• 『はじめに』では、システムの機能、システムのセットアップ、および仕様の概要を説明しています。

• 『オーナーズマニュアル』では、システムの機能についての情報を提供し、システムのトラブルシュ
ーティングやシステムコンポーネントの取り付けまたは交換方法について説明しています。

• Lifecycle Controller Web サービスインタフェースガイド–Windows および Linux

デルへのお問い合わせ

メモ: お使いのコンピュータがインターネットに接続されていない場合は、購入時の納品書、出荷伝票、

請求書、またはデルの製品カタログで連絡先をご確認ください。

デルでは、オンラインまたは電話によるサポートとサービスのオプションを複数提供しています。サポート
やサービスの提供状況は国や製品ごとに異なり、国 / 地域によってはご利用いただけないサービスもござい

ます。デルのセールス、テクニカルサポート、またはカスタマーサービスへは、次の手順でお問い合わせい
ただけます。

1. support.dell.com にアクセスします。

2. サポートカテゴリを選択します。

3. 米国在住以外のお客様は、support.dell.com ページ下の国コードを選択してください。All を選択するとす
べての選択肢が表示されます。

4. 必要なサービスまたはサポートのリンクを選択します。
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2
Lifecycle Controller の使用
本項は、Lifecycle Controller の起動、有効化または無効化、および初回起動に関する情報を提供します。Lifecycle 
Controller を使用する前に、ネットワークと iDRAC7 が設定されていることを確認してください。詳細について

は、『iDRAC7 ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Lifecycle Controller の起動

システム起動中に Lifecycle Controller を起動するには、製造元またはサービスプロバイダのロゴが表示されて

から 10 秒以内に <F10> キーを押します。Lifecycle Controller の初回起動時は LC 設定 ウィザードが表示され、

希望の言語やネットワーク設定を行うことができます。

メモ: システムが Lifecycle Controller を起動しない場合は、「始動メッセージの原因と解決方法」を参照し
てください。

関連リンク

LC 設定の使用

起動時メッセージの原因と解決方法

次の表は、システム起動時に表示されるメッセージおよびその原因と解決方法を示しています。

メッセージ 原因 解決方法

Lifecycle Controller disabled
（Lifecycle Controller が無効）

• iDRAC の初期化中にシステ
ムの電源がオンになったか、
再起動されました。これは
次の場合に発生します。

– AC 電源がシステムに
接続された直後にシ
ステムの電源がオン
になった。

– iDRAC をリセットし
た直後にシステムが
再起動された。

• 製品が手動で無効化された。

iDRAC が初期化を実行できるよう
に、iDRAC のリセット後は 1 分間待
ってからシステムを再起動します。

Lifecycle Controller Update 
Required（Lifecycle Controller アッ
プデートが必要）

製品を保存する内蔵デバイスに、破
損したデータが含まれている可能
性があります。

Lifecycle Controller の Dell アップデ
ートパッケージ （DUP）を使用して
製品をアップデートしてください。
詳細については、 support.dell.com/
manuals にある 『Dell アップデート
パッケージユーザーズガイド』を参
照してください。

システムにオペレーティングシス
テムがインストールされていない
場合、または DUP を実行しても問題
が解決されない場合は、Lifecycle 
Controller 修復パッケージを実行し
ます。
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メッセージ 原因 解決方法

Lifecycle Controller not available
（Lifecycle Controller がない）

現在別のプロセスで iDRAC を使用
している可能性があります。

現在のプロセスが終了するまで 30 
分間待ち、システムを再起動してか
ら再試行してください。

Lifecycle Controller in Recovery 
Mode (3-strike policy)（Lifecycle 
Controller はリカバリモード中（3 
ストライクの方針））

Lifecycle Controller が 3 回連続で突然
終了。

iDRAC 経由で Lifecycle Controller 修
復パッケージ を使用して、またはオ
ペレーティングシステム経由で修
復パッケージ DUP を実行して、
Lifecycle Controller をアップデート
します。

関連リンク

Lifecycle Controller の無効化

Lifecycle Controller の修復

Lifecycle Controller の有効化

起動中に Lifecycle Controller を起動するには、次の手順を行います。

1. システムの起動後、5 秒以内に <F2> を押します。

セットアップユーティリティメインメニュー ページが表示されます。

2. iDRAC 設定 をクリックします。

iDRAC 設定 ページが表示されます。

3. Lifecycle Controller をクリックします。

4. 有効 を選択します。

5. セットアップユーティリティメインメニュー ページに戻り、終了 をクリックして設定を保存します。

システムが自動的に再起動します。

Lifecycle Controller の無効化

システム起動時に Lifecycle Controller を始動しないようにするには、次の手順を行います。

1. システムの起動後、5 秒以内に <F2> を押します。

セットアップユーティリティのメインメニュー が表示されます。

2. iDRAC 設定 をクリックします。

iDRAC 設定 ページが表示されます。

3. Lifecycle Controller をクリックします。

4. Lifecycle Controller で 無効化 を選択します。

5. セットアップユーティリティのメインメニュー ページに戻り、終了 をクリックして、設定を保存しま
す。

システムが自動的に再起動します。

Lifecycle Controller のキャンセル

Lifecycle Controller がシステムを 2 回再起動させる原因となる場合、Lifecycle Controller の処置をキャンセルし

ます。ただし、Lifecycle Controller がシステムを 3 回再起動させる場合は、LC アップデートが必要 メッセー

ジが表示されるので、Lifecycle Controller 修復パッケージを使用して、Lifecycle Controller を修復する必要があ

ります。
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注意: この処置は、Lifecycle Controller が実行処理中のすべての処理を取り消します。Lifecycle Controller 処
置は、絶対的に必要な場合にのみキャンセルすることを推奨します。

1. システムの起動後、5 秒以内に <F2> を押します。

セットアップユーティリティのメインメニュー が表示されます。

2. セットアップユーティリティのメインメニュー ページで iDRAC 設定 をクリックします。

iDRAC 設定 ページが表示されます。

3. Lifecycle Controller をクリックします。

4. Lifecycle Controller 処置の取り消し で、はい を選択します。

5. セットアップユーティリティのメインメニュー ページに戻り、終了 をクリックして、設定を保存しま
す。

システムが自動的に再起動します。

Lifecycle Controller の初めての使用

Lifecycle Controller を初めて使用する場合、次のウィザードを実行することをお勧めします。

1. LC 設定 — このウィザードは、言語、キーボード、ネットワーク設定の変更のみに使用します。

2. プラットフォームアップデート — アップデートを適用します。

関連リンク

LC 設定の使用

プラットフォームのアップデート

LC 設定の使用

LC 設定 ウィザードを使用して、Lifecycle Controller のみを対象とする言語、キーボードレイアウト、およびネ

ットワーク設定を指定します。これはシステムまたはその他のアプリケーション設定を変更しません。

言語とキーボードタイプの選択

1. 左ペインで、LC 設定 をクリックします。

2. 右ペインで言語とキーボード をクリックします。上矢印および下矢印キーを使って、オプションを選択
します。

– 言語 ドロップダウンメニューから、言語を選択します。

– キーボードタイプ ドロップダウンメニューから、キーボードの種類を選択します。

3. 終了 をクリックし、新しい設定を保存します。

NIC カードのネットワーク設定

1. 左ペインで、LC の設定 をクリックします。

2. 右ペインで、ネットワーク設定 をクリックします。

3. NIC カード ドロップダウンメニューから、設定する NIC カードを選択します。

4. IP アドレスソース ドロップダウンメニューから、次のいずれかのオプションを選択します。

メモ: IP アドレスソース機能がサポートするのは IPv4 のみです。

– 設定なし — NIC を設定しません。

– DHCP — DHCP サーバーから IP アドレスを取得します。
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– 静的 IP — 静的 IP アドレスを使用します。IP アドレスプロパティ（IP アドレス、サブネットマス
ク、デフォルトゲートウェイ、 DNS アドレス）を指定します。この情報がない場合は、ネットワ
ーク管理者にお問い合わせください。

5. Finish をクリックし、設定を保存します。

メモ: Lifecycle Controller 設定が正しく行われない場合は、エラーメッセージが表示されます。

ヘルプへのアクセス

各 Lifecycle Controller 画面には、それに関連した ヘルプ があります。ヘルプ（右上の隅）をクリックして、

現在の画面のヘルプを表示します。

Readme の表示

バージョン情報 → Readme の表示 をクリックして『Readme』を表示します。
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3
Lifecycle Controller 機能
本項では、Lifecycle Controller 機能の概要を説明し、Lifecycle Controller を も効果的に使用するためのウィザ

ードを理解する手助けを提供します。Lifecycle Controller では、各機能がウィザードになっています。Lifecycle 
Controller は次の機能をサポートします。

• ホーム — ホーム画面に戻ります。

• ライフサイクルログ — ライフサイクルログを表示およびエクスポートし、ライフサイクルログに作
業用メモを追加します。

• プラットフォームアップデート — システムにアップデートを適用、またはシステムのプラットフォ
ームロールバックを実行します。

• ハードウェア設定 — システムデバイスを設定します。

• OS 展開 — オペレーティングシステムをインストールします。

• プラットフォーム復元 — システムプロファイルのバックアップ、エクスポート、および復元を行い
ます。

• ハードウェア診断 — メモリ、I/O デバイス、CPU、物理ディスク、その他の周辺装置を検証するため
の診断を実行します。

• LC 設定 — Lifecycle Controller の使用における、言語、キーボードレイアウト、およびネットワーク設
定を指定します。

• セットアップユーティリティ — Lifecycle Controller および UEFI のバージョン情報を表示します。

関連リンク

ライフサイクルログ

プラットフォームアップデート

プラットフォームロールバック

ハードウェア設定

オペレーティングシステムの展開

プラットフォームの復元

ハードウェア診断

LC 設定の使用

セットアップユーティリティ

ライフサイクルログ

Lifecycle Controller は、管理下システムに取り付けられたコンポーネントに関連するファームウェア変更履歴

を提供します。このウィザードを使って、ライフサイクルログの表示およびエクスポートができ、ログ履歴
に作業メモを追加することができます。ログには次の情報が含まれます。

• デバイス、バージョン、日付および時刻ごとのファームウェアアップデート履歴。

• 重要度、カテゴリ、日付および時刻ごとのイベント。

• 日付および時刻ごとのユーザーコメント。

関連リンク

ライフサイクルログ履歴の表示

ライフサイクルログのエクスポート

ライフサイクルログへの作業メモの追加
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プラットフォームアップデート

プラットフォームアップデート ウィザードを使用して、次の操作を行います。

• インストールされたアプリケーションおよびファームウェアの現在のバージョンを表示。

• 使用可能なアップデートの一覧を表示する。

• 次のコンポーネントについて、必要なアップデートを選択してダウンロード（自動）し、適用。

– LC
– 診断

– オペレーティングシステムドライバパック

– BIOS
– NIC
– iDRAC
– 電源装置

– RAID コントローラ

関連リンク

ダウンロード方法

プラットフォームのアップデート

ダウンロード方法

アップデートを行うには、次の場所またはメディアの 1 つにアクセスします。

• FTP サーバー（非プロキシおよびプロキシ）

• ローカルドライブ — USB フラッシュドライブ、『Dell サーバーアップデー』DVD、および 『Dell Lifecycle 
Controller OS ドライバパック』 DVD。

• ネットワーク共有（CIFS または NFS）

メモ: FTP サーバーまたはネットワーク共有をアップデートに使用する場合は、アップデートにアクセス
する前に LC 設定 ウィザードを使用してネットワークカードを設定します。

バージョンの互換性

バージョンの互換性機能では、システムコンポーネントとの互換性があるコンポーネントファームウェアバ
ージョンをアップデートすることができます。互換性問題がある場合は、Lifecycle Controller がアップデート

中にアップグレードまたはダウングレードエラーメッセージを表示します。

プラットフォームロールバック

Lifecycle Controller では、コンポーネントファームウェアを以前にインストールしたバージョンにロールバッ

クすることができます。現在のバージョンに問題があり、以前にインストールしたバージョンに戻したい場
合にこの機能の使用を推奨します。

メモ: ハードウェア診断、Lifecycle Controller、およびオペレーティングシステムのドライバパックインス
トールは、以前のバージョンにロールバックできません。

コンポーネントの以前のバージョンは、そのコンポーネントのファームウェアが Lifecycle Controller または 

Dell アップデートパッケージを使って少なくとも 1 度アップデートされた場合に利用可能です。

関連リンク
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以前のファームウェアバージョンへのロールバック

ハードウェア設定

Lifecycle Controller は、さまざまなシステムコンポーネントを設定するための各種ウィザードを提供していま

す。ウィザードは次のとおりです。

• 設定ウィザード

• ハードウェアインベントリ

• 設定の削除とデフォルトへのリセット

設定ウィザード

システムデバイスの設定には設定ウィザードを使用します。設定ウィザードは、次のウィザードを備えてい
ます。

• システム設定ウィザード — これには、前面パネルセキュリティ、iDRAC 設定、システム日付 / 時刻設
定、および vFlash SD カード設定 が含まれます。

• ストレージ設定ウィザード — これには、RAID 設定、キー暗号化、および ミラーの切断 が含まれま
す。

関連リンク

前面パネルへのアクセスの制御

iDRAC の設定

システム時刻と日付の設定

vFlash SD カードの設定

ハードウェア RAID を使用した RAID の設定

ソフトウェア RAID を使用した RAID の設定

シリーズ 7 コントローラでのセキュアな仮想ディスクの作成

RAID コントローラへのローカルキーの適用

ミラーリングされたディスクの切り離し

ハードウェアインベントリの表示とエクスポート

Lifecycle Controller は、システムインベントリを管理するため、次のウィザードを提供します。

• 現在のインベントリの表示

• 現在のインベントリのエクスポート

• 工場出荷時のインベントリの表示

• 工場出荷時のインベントリのエクスポート

• 再起動時のシステムインベントリの収集

現在のインベントリの表示とエクスポートについて

システムシャーシの内部に現在搭載されているハードウェアコンポーネントのハードウェア情報、および各
コンポーネントの設定を表示することができます。表には、現在搭載されているすべてのハードウェアコン
ポーネント（ファン、PCI デバイス、NIC、DIMM、PSU など）、およびそのプロパティと値がリストされま

す。この情報は XML フォーマットで USB フラッシュドライブまたはネットワーク共有にエクスポートする

ことができます。XML ファイルは、HardwareInventory_<servicetag>_<timestamp>.xml のフォーマットで保存さ

れます。

ハードウェアコンポーネントの使いやすい名前の詳細については、「使いやすいシステムコンポーネント名」

を参照してください。
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メモ: 設定の削除とデフォルトのリセット の実行後、誤ったインベントリデータが表示またはエクスポ
ートされます。正しいインベントリデータを表示するには、「Lifecycle Controller リセット後の現在のイ
ンベントリの表示とエクスポート」を参照してください。

関連リンク

ハードウェアインベントリの表示 - 現在または工場出荷時

ハードウェアインベントリのエクスポート - 現在または工場出荷時のインベントリ

部品交換後のハードウェアインベントリの表示またはエクスポート

工場出荷時インベントリの表示とエクスポートについて

工場で取り付けられたハードウェアコンポーネントとその設定についてのハードウェア情報を表示すること
ができます。この情報は XML フォーマットで USB フラッシュドライブ、ネットワーク共有、またはその両方

にエクスポートすることができます。

ハードウェアコンポーネントの使いやすい名前の詳細については、「使いやすいシステムコンポーネント名」

を参照してください。

メモ: 工場出荷時のインベントリを恒久的に削除する設定の削除とデフォルトのリセットが適用された
場合は、工場出荷時のインベントリの表示とエクスポート機能はグレー表示されます。

関連リンク

ハードウェアインベントリの表示 - 現在または工場出荷時

ハードウェアインベントリのエクスポート - 現在または工場出荷時のインベントリ

再起動時のシステムインベントリの収集

再起動時のシステムインベントリの収集 プロパティを有効にすると、システムの再起動ごとにハードウェア

インベントリと部品設定情報が検出され、前のシステムインベントリ情報と比較されます。

関連リンク

サーバーインベントリ情報のアップデート

設定の削除とデフォルトのリセット

現在の iDRAC 設定を削除し、iDRAC を工場出荷時のデフォルトにリセットできます。これは、ライフサイク

ルログ、工場出荷時のインベントリ情報、管理下ノードのライセンスも削除します。

関連リンク

設定の削除とデフォルトへのリセット

オペレーティングシステムの展開

オペレーティングシステム展開ウィザードを使用して、様々なカスタムおよび標準オペレーティングシステ
ムを管理下システムに展開できます。これには、インストール中に RAID 設定も含まれています。

関連リンク

オペレーティングシステムのインストール

プラットフォームのアップデート

ドライバアクセス

Lifecycle Controller は、オペレーティングシステムのインストールに必要なドライバ用のローカルリポジトリ

を提供します。インストールされるオペレーティングシステムに基づいて、OS 展開 ウィザードがこれらのド

ライバを抽出し、管理下システムの一時ディレクトリにコピーします。これらのファイルは 18 時間後、また

は オペレーティングシステムのインストールのキャンセルか、再起動後の Lifecycle Controller の再起動のいず

れかのために <F10> キーを押すときに削除されます。
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メモ: Lifecycle Controller には工場出荷時にインストールされた内蔵ドライバがありますが、 新ドライバ
も使用可能です。オペレーティングシステムのインストール前に、プラットフォームアップデート ウィ
ザードを実行して、 新ドライバが利用可能であることを確認してください。

RAID 設定

オペレーティングシステムのインストール中、次のいずれかの操作を行うことができます。

• RAID を設定せずにオペレーティングシステムを展開する

• オプションの RAID 設定ウィザードを使用してディスクを設定し、オペレーティングシステムを展開
する。

この表には、RAID コントローラの可用性と選択したオプションに基いて実行される Lifecycle Controller 操作が

記載されています。

RAID コントローラの可用性 操作

• システムに RAID コントローラがない

• オプションの RAID 設定を省略する

OS 展開ウィザードは、オペレーティングシステムを
デフォルトの場所（一般的に BIOS ユーティリティで
ディスク 0 と識別される場所）にインストールしま
す。

システムには RAID コントローラがあり、オプション
の RAID 設定を選択した

仮想ディスクを設定して、それを起動デバイスとし
て選択します。

プラットフォームの復元

Lifecycle Controller は、システム設定のバックアップ、エクスポートおよび復元を行い、交換済み部品のファ

ームウェアを管理するウィザードを提供しています。

メモ: この機能にはライセンスが必要です。ライセンスを取得して機能を有効にしてください。ライセ
ンスの取得および使用の詳細については、『iDRAC7 ユーザーズガイド を参照してください。

サーバープロファイルのバックアップ

このライセンス機能を使って次の操作を行い、バックアップイメージファイルを vFlash SD カードに保存しま

す。

• 次のバックアップを行います。

– BIOS、NDC、Lifecycle Controller 対応のアドイン NIC カード、およびストレージコントローラ
（RAID レベル、仮想ディスク、コントローラの属性）などの、ハードウェアおよびファーム
ウェアのインベントリ

– システム情報

– Lifecycle Controller のファームウェアイメージ、データと設定、および iDRAC ファームウェアと
設定

• オプションで、バックアップイメージファイルをパスフレーズでセキュア化します。

関連リンク

サーバープロファイルのバックアップ

サーバープロファイルのエクスポート

このライセンス機能を使用して、vFlash SD カードに保存されたバックアップイメージファイルを USB デバイ

スまたはネットワーク共有にエクスポートします。
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関連リンク

サーバープロファイルの USB フラッシュドライブまたはネットワーク共有へのエクスポート

USB デバイス

ネットワーク共有

サーバープロファイルのインポート

この機能を使って、vFlash SD カード、ネットワーク共有または USB デバイスにあるバックアップイメージフ

ァイルからサーバープロファイルをインポートし、既知の以前の動作状態へサーバーを復元します。

復元作業は、POST 中に F2 を押し、 Lifecycle Controller アクションのキャンセル で はい をクリックして iDRAC 
設定ユーティリティを使用するか、iDRAC7 をリセットしてキャンセルします。これによってリカバリ処置が

開始され、システムが以前の既知の状態に復元されます。リカバリ処置は、システム構成に応じて 5 分以上

かかる可能性があります。リカバリ処置が完了したかどうかを確認するには、iDRAC Web インタフェースで

ライフスタイルログを表示します。

関連リンク

vFlash SD カード、ネットワーク共有、または USB フラッシュドライブからのサーバープロファイルの
インポート

マザーボード交換後のサーバープロファイルのインポート

vFlash SD カード

ネットワーク共有

USB デバイス

部品交換設定

この機能を使って、ファームウェアバージョンの新規部品、交換された部品の設定、またはその両方を自動
的にアップデートします。このアップデートは、部品交換後のシステム再起動時に自動的に行われます。こ
れはライセンスによってアクティブ化され、Lifecycle Controller Remote Services、または Lifecycle Controller を
介してリモートで無効にすることができます。

メモ: この機能にはライセンスが必要です。ライセンスを取得して機能を有効にしてください。ライセ
ンスの取得および使用の詳細については、『iDRAC7 ユーザーズガイド を参照してください。

関連リンク

交換済み部品の設定

対応デバイス

次のデバイスの部品ファームウェアと設定をアップデートすることができます。

メモ: SAS カードと電源装置でサポートされているのは、部品ファームウェアのアップデートのみです。

• NIC

• PERC、SAS、CERC シリーズ 6 および 7

• 電源装置

ハードウェア診断

システム、およびシステムに接続されたハードウェアが適切に機能しているかどうかを検証する定期的な保
守計画の一環として、ハードウェア診断ユーティリティ を使用した診断を実行することを推奨します。診断

ユーティリティには接続ハードウェアの物理的（論理的ではなく）ビューがあるため、オペレーティングシ

ステムやその他のオンラインツールが識別できないハードウェア問題を識別できます。ハードウェア診断ユ
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ーティリティを使用して、メモリ、I/O デバイス、CPU、物理ディスク、およびその他の周辺機器を検証する

ことができます。

関連リンク

ハードウェア診断の実行

セットアップユーティリティ

詳細ハードウェア設定

Lifecycle Controller 詳細ハードウェア設定 ウィザードは、BIOS、iDRAC、および NIC や RAID コントローラなど

の特定デバイスをヒューマンインタフェースインフラストラクチャ（HII）を通して設定することを可能にし

ます。HII は、デバイスの表示および設定を行うための UEFI 標準の方式です。単一のユーティリティを使用

して、異なる起動前設定ユーティリティを装備している可能性のある複数のデバイスを設定することができ
ます。このユーティリティは、BIOS セットアップなどローカライズバージョンも提供します。

システム設定によっては、HII 設定標準をサポートしているその他のデバイスの種類も詳細ハードウェア設定

に表示される場合があります。

詳細ハードウェア設定 ウィザードを使用すると、次の設定を行うことができます。

• システム BIOS 設定

• Intel PRO/1000 XT Server Adapter
• Intel Pro/1000 PT Dual Port Server Adapter
• Intel Gigabit VT Quad Port Server Adapter
• Intel 10 Gigabit AF DA Dual Port Server Adapter
• Intel Gigabit AT Quad Port Server Adapter
• Intel 10 Gigabit XF SR Dual Port Server Adapter
• Broadcom（デュアルポート）10G KX4
• Broadcom（クアッドポート）GBE
• Intel（クアッドポート）GBE
• Intel（デュアルポート）10G KX4
• Broadcom（デュアルポート）10G SFP+
• Broadcom（クアッドポート）10/100/1000 BASET
• Intel（クアッドポート）10/100/1000 BASET
• Intel（デュアルポート）10/100/1000 BASET
• Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet
• Broadcom 5709C NetXtreme II GigE
• Broadcom 5709C NetXtreme II GigE
• Broadcom 57710 NetXtreme II 10GigE
• Intel Ethernet X520 10 GBE Dual Port KX4-KR Mezz
• Broadcom 57712（デュアルポート）10GigE

メモ: 1 度に設定できる NIC は 1 つだけです。

内蔵 Broadcom NIC は、BIOS およびデバイス自体に保存されている設定の両方で制御されます。そのため、内

蔵 NIC の HII にある 起動プロトコル フィールドは機能しません。この設定はそのフィールドの代わりに、

BIOS によって 内蔵デバイス 面上で管理されます。内蔵 NIC を iSCSI または PXE 起動モードに設定するには、

システム BIOS 設定 を選択し、次に 内蔵デバイス を選択します。各内蔵 NIC のリストで適切な値、すなわち、

起動機能なしでは 有効化、NIC を PXE 起動に使用するには PXE で有効化、または NIC を使用して iSCSI ターゲ

ットから起動するには、iSCSI で有効化 を選択します。
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関連リンク

デバイス設定の変更

Lifecycle Controller 修復

電源投入時のセルフテスト（POST）中、システムが Lifecycle Controller update required（Lifecycle 
Controller のアップデートが必要）というメッセージを表示する場合、Lifecycle Controller を保存する内蔵デバ

イスに破損したデータが含まれている可能性があります。この問題を解決するには、「Lifecycle Controller の修

復」を参照してください。

RAID 設定について

Lifecycle Controller はソフトウェア RAID とハードウェア RAID オプションの両方をサポートしています。

メモ: RAID 設定は、OS 展開ウィザード経由でも設定できます。詳細は、「オペレーティングシステム展
開ウィザードを使用した RAID の設定」を参照してください。

関連リンク

ハードウェア RAID を使用した RAID の設定

ソフトウェア RAID を使用した RAID の設定

シリーズ 7 コントローラでのセキュアな仮想ディスクの作成

RAID コントローラへのローカルキーの適用

ミラーリングされたディスクの切り離し

キー暗号化

この機能を使って、次の操作を実行します。

• PERC H710、H710P、および H810 RAID コントローラの暗号化を次のいずれかのモードで設定。

– ローカルキー暗号化 — RAID コントローラのローカルキーに適用し、キーを削除します。

– 暗号化なし — コントローラに暗号化は適用されず、ローカルキー暗号化のセットアップ オプ
ションが使用可能になります。

• 既存のセキュアでない仮想ディスクを暗号化することができます。これを行うには、コントローラ上
で暗号化を有効化します。

関連リンク

RAID コントローラへのローカルキーの適用

ローカルキー暗号化モード

コントローラがローカルキー暗号化モードにあるときに、次のタスクを実行できます。

メモ: PERC H710、H710P、および H810 コントローラの仕様および設定関連情報の詳細については、『PERC 
H710、H710P、および H810 技術ガイドブック』を参照してください。

• セキュアでない仮想ディスクの暗号化 — セキュリティ対応の非セキュア仮想ディスクのすべてで、
データ暗号化を有効にします。

メモ: このオプションは、セキュリティ対応コントローラに仮想ディスクが接続されている場合に使用で
きます。

• コントローラおよび暗号化されたディスクを、新しいキーで再キーする — 既存のローカルキーを新
規キーに置き換えます。

• 暗号化の除去とデータの削除 — コントローラ上の暗号キー、およびセキュアな仮想ディスクとその
データを削除します。削除後は、コントローラ状態が非暗号化モードに変わります。
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関連リンク

セキュアでない仮想ディスクの暗号化

新しいローカルキーでのコントローラの再キー

暗号化の除去とデータの削除
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4
Lifecycle Controller 操作
本項では、Lifecycle Controller の異なる操作を行うために必要なタスクを説明します。

ハードウェアインベントリの表示 - 現在または工場出荷時

現在または工場出荷時に取り付けられたハードウェアのコンポーネントとそれらの設定詳細を表示するに
は、次の手順を行います。

メモ: 工場出荷時のインベントリについては、取り付けられたコンポーネントのいくつかのパラメータ状

態が 不明 と表示されます。

1. 左ペイン で、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで ハードウェアインベントリ をクリックします。

3. 現在のインベントリの表示 または 工場出荷時のインベントリの表示 をクリックして、現在または工場
出荷時のインベントリを表示します。

メモ: Lifecycle Controller は、RAID コントローラのドライババージョンを提示しません。ドライババージ

ョンを表示するには、iDRAC7、OpenManage Server Administrator Storage Service、またはその他サードパ

ーティのストレージ管理アプリケーションを使用してください。

関連リンク

現在のインベントリの表示とエクスポートについて

工場出荷時インベントリの表示とエクスポートについて

部品交換後のハードウェアインベントリの表示またはエクス
ポート

部品交換後にハードウェアインベントリを表示またはエクスポートするには、次の手順を行います。

1. Lifecycle Controller を起動します。

2. 左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

3. 右ペインで、ハードウェアインベントリ をクリックします。

4. 現在のインベントリの表示 をクリックします。

Lifecycle Controller が古いハードウェアインベントリを表示します。

5. サーバーを再起動して、Lifecycle Controller を再起動します。

6. ハードウェアインベントリ にアクセスして、現在のインベントリの表示 をクリックし、 新のインベン
トリを表示するか、現在のインベントリのエクスポート をクリックして、 新のインベントリを外部の
場所にエクスポートします。

関連リンク

現在のインベントリの表示とエクスポートについて
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ハードウェアインベントリのエクスポート - 現在または工場
出荷時のインベントリ

現在取り付けられている、または工場出荷時に取り付けられたハードウェアコンポーネントとその設定をエ
クスポートする前に、次の前提条件が満たされていることを確認してください。

• ネットワーク共有（共有フォルダ）を使用している場合、ネットワーク設定 を設定します。詳細は、
「LC 設定の使用」を参照してください。

• エクスポートしたファイルを USB フラッシュドライブに保存する場合、USB フラッシュドライブが管
理下システムに接続されていることを確認してください。

現在または工場出荷時のインベントリをエクスポートするには、次の手順を行います。

メモ: 工場出荷時のインベントリについては、取り付け済みコンポーネントの一部のパラメータの状態

が 不明 と表示されます。

1. 左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで、ハードウェアインベントリ をクリックします。

3. 現在のインベントリのエクスポート または 工場出荷時のハードウェアインベントリのエクスポート を
クリックします。

4. インベントリログをローカル USB フラッシュドライブにエクスポートする場合は、USB デバイス を選択
し、ファイルをネットワーク上の共有フォルダにエクスポートする場合は、ネットワーク共有 を選択し
ます。

5. ネットワーク接続のテスト をクリックして、Lifecycle Controller がユーザー提供の IP アドレスに接続でき
ることを検証します。このテストはデフォルトで、ゲートウェイ IP、DNS サーバー IP、およびホスト IP 
に ping を行います。

メモ: Lifecycle Controller は DNS がドメイン名を解決できない場合、ドメイン名に ping を行うことができ

ず、その IP アドレスを表示しません。DNS の問題を解決してから再試行してください。

6. 終了 をクリックして、インベントリをエクスポートします。

HardwareInventory _<servicetag>_<timestamp>.xml または FactoryShippedHWInventory_<servicetag>.xml が、指

定された場所にコピーされます。現在のインベントリについては、タイムスタンプは yyyy-mm-
ddthh:mm:ss のフォーマットとなり、「t」は時刻を示します。

メモ: Lifecycle Controller は、RAID コントローラのドライババージョンを提供しません。ドライババージ

ョンを表示するには、iDRAC7、OpenManage Server Administrator Storage Service、またはその他のサード

パーティのストレージ管理アプリケーションを使用してください。

関連リンク

現在のインベントリの表示とエクスポートについて

工場出荷時インベントリの表示とエクスポートについて

USB デバイス

ネットワーク共有

USB デバイス

USB フラッシュドライブへのエクスポートするには、次の手順を行います。

1. デバイスの選択 ドロップダウンメニューから、USB デバイス（USB フラッシュドライブ）を選択しま
す。

2. ファイルの場所 テキストボックスにデバイスの有効なディレクトリまたはサブディレクトリパス（例：
2011\Nov）を入力します。パスの入力がない場合は、ファイルはデバイスのルートの場所に保存されま
す。
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メモ: Lifecycle Controller ではパスに 256 文字まで使用でき、フォルダ名での :、*、?、"、<、>、|、#、%、

および ^ などの特殊文字の使用はサポートしません。

ネットワーク共有

ネットワーク共有にエクスポートするには、CIFS または NFS を選択し、必要な詳細を入力します。

関連リンク

CIFS
NFS

CIFS

CIFS については、次の詳細を入力します。

• 名前の共有 — ファイルをエクスポートするには共有フォルダへのパスを入力します。例えば、\
\192.168.20.26\sharename or \\servername\sharename と入力します。

• ドメインおよびユーザー名 — ネットワーク共有にログインするために必要なドメインとユーザー名
を入力します。例えば、 loginname@myDomain または domain\user name と入力します。ドメインがな
い場合は、ユーザー名を入力します。

• パスワード — 正しいパスワードを入力します。

• ファイルの場所 — サブディレクトリを入力します（ある場合）。例えば、2011\Nov になります。

メモ: Lifecycle Controller ではパスに 256 文字を使用することができ、特殊文字（ :、*、?、"、<、>、|、#、
%、および ^ など）はフォルダ名への使用にサポートされません。

NFS

NFS の場合、次の詳細を入力します。

• 共有名 — ファイルを保存する必要がある共有フォルダへのパスを入力します。例： \\xxx.xxx.xx.xx
\sharename。

• ファイルの場所 — サブディレクトリがある場合はそれらを入力します。例えば、2011\Nov となりま
す。

メモ: Lifecycle Controller ではパスに 256 文字まで使用でき、フォルダ名での :、*、?、"、<、>、|、#、%、
および ^ などの特殊文字の使用はサポートしません。

Lifecycle Controller リセット後の現在のインベントリの表示と
エクスポート

Lifecycle Controller をリセットした後に、現在のハードウェアインベントリデータを表示、またはエクスポー

トするには、次の手順を実行します。

メモ: 設定を削除してデフォルトにリセット の実行後、システムがシャットダウンします。

1. システムに電源を投入して、iDRAC が機能し始めるまで数分待ちます。

2. <F10> を押して Lifecycle Controller を起動します。CSIOR はデフォルトで有効となっているので、システム
インベントリが収集されます。

3. Lifecycle Controller 始動後、ハードウェア設定 に移動し、現在のハードウェアインベントリの表示 また
は 現在のハードウェアインベントリのエクスポート をクリックして、ハードウェアインベントリの表示
またはエクスポートを行います。次のメッセージが表示されたら、はい をクリックして、システム再起
動し、再試行してください。

Hardware change is detected on the system. The current hardware inventory 
does not contain the latest updates as the hardware inventory update is in 
progress. To view or export the latest hardware inventory, relaunch 
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Lifecycle Controller and retry. Do you want to continue with the old current 
hardware inventory information?（ハードウェアの変更がシステムで検出されました。ハードウ

ェアインベントリのアップデートが進行中なので、現在のハードウェアインベントリには 新のアップ
デートが含まれません。 新のハードウェアインベントリを表示またはエクスポートするには、
Lifecycle を再始動して再試行してください。古い現在のハードウェアインベントリ情報で続行しま

すか?）

関連リンク

ハードウェアインベントリの表示 - 現在または工場出荷時

ハードウェアインベントリのエクスポート - 現在または工場出荷時のインベントリ

現在のバージョン情報の表示

各種システムコンポーネントファームウェアの現在のバージョンおよびタイムスタンプを表示するには、次
の手順を行います。

1. 左ペインで、プラットフォームアップデート をクリックします。

2. 右ペインで、現在のバージョンの表示 をクリックします。

プラットフォームのアップデート

プラットフォームアップデート ウィザードを使って、 新バージョンの　Lifecycle Controller にアップデート

することができます。定期的に プラットフォームアップデート ウィザードを実行し、 新のアップデートに

アクセスすることをお奨めします。コンポーネントファームウェアは、アップデートリポジトリ、またはシ
ングルコンポーネント DUP を使ってアップデートできます。

メモ: シングルコンポーネント DUP のファイル名には、空白スペースが無いことを確認してください。

プラットフォームをアップデートするには、次の手順を行います。

1. 左ペインで、プラットフォームアップデート をクリックします。

2. 右ペインで、プラットフォームアップデートの起動 をクリックします。

3. アップデートタイプと、FTP サーバー、ローカルドライブまたはネットワーク共有のアップデートリポ
ジトリから 1 つを選択します。

4. 詳細を指定します。

5. Lifecycle Controller が提供された IP アドレスに接続できるかどうかを検証するには、ネットワーク接続の
テスト をクリックします。このテストはデフォルトで、ゲートウェイ IP、DNS サーバー IP、ホスト IP、
およびプロキシ IP に ping を行います。

メモ: DNS がドメイン名を解決できない場合、Lifecycle Controller はドメイン名に ping を行うことができ

ず、その IP アドレスを表示しません。DNS の問題を解決してから、再試行します。

6. 次へ をクリックします。

アップデートが入手可能なコンポート名が記載された アップデートの選択 ページが表示されます。

7. アップデートが必要なコンポーネントを選択して、 適用 をクリックします。

アップデートプロセスが開始されます。ファームウェアアップデートは、選択したコンポーネント数に
応じてシステムが数回再起動した後、完了します。

メモ: OS ドライバパックまたはハードウェア診断がアップデートされた場合、システムは再起動しませ

ん。

関連リンク

プラットフォームアップデート

ダウンロード方法
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アップデートタイプとアップデートソースの選択

アップデートの選択と適用

Trusted Platform Module 設定に影響するデバイスのアップデートおよびロールバック

アップデートタイプとアップデートソースの選択

アップデートを実行するには、プラットフォームアップデート ウィザードを使用して、次のソースの 1 つに 

シングルコンポーネント DUP またはリポジトリ（Catalog.xml）をダウンロードできます。

メモ: Catalog.xml ファイルには、個別のサーバーバンドルが含まれます。各バンドルには、すべての DUP 
情報（md5 セキュリティキー、日付および時刻、パス、リリース ID、バージョンなど）が含まれます。

• FTP サーバー — Dell FTP サーバー、ローカル FTP、またはプロキシサーバーを使用する FTP サーバー。

メモ: ftp.dell.com からダウンロードされるリポジトリ（カタログファイル）および DUP は、ソースのル
ートフォルダにコピーされるようにしてください。

• ローカルドライブ — USB フラッシュドライブ、『Dell Server Updates』DVD、『Lifecycle Controller OS ド
ライバパック』DVD を使用します。

• ネットワーク共有

関連リンク

ローカル FTP サーバー上のアップデートへのアクセス

ローカル USB フラッシュドライブの設定

ファームウェアバージョンの比較

シングルコンポーネント DUP の使用

リポジトリの使用

ローカルドライブの使用

ローカルサーバーまたは FTP サーバーの使用

ネットワーク共有の使用

Trusted Platform Module 設定に影響するデバイスのアップデートおよびロールバック

シングルコンポーネント DUP の使用

シングルコンポーネント DUP を使用するには、次の手順を実行します。

メモ: シングルコンポーネント DUP のファイル名には、空白スペースが存在しないようにしてください。

カタログの場所またはパッケージパスのアップデート で、DUP の名前（例：APP_WIN_RYYYZZZ.EXE）を入力

するか、DUP がサブディレクトリにある場合は、サブディレクトリ名と DUP の名前（例：subdirectory
\APP_WIN_RYYYZZZ.EXE）の両方を入力します。

メモ: Lifecycle Controller ではパスに 256 文字を使用することができ、特殊文字（ :、*、?、"、<、>、|、#、
%、および ^ など）はフォルダ名への使用にサポートされません。

リポジトリの使用

リポジトリを使用するには、次の手順を実行します。

カタログフォルダがルートフォルダにある場合、ファイル名は カタログの場所またはアップデートパッケー

ジパス ボックスに入力しないでください。ただし、カタログファイルがサブディレクトリにある場合は、サ

ブディレクトリ名を入力してください（例：subdirectory）。

メモ: カタログファイルおよび DUP を ftp.dell.com からダウンロードした場合は、これらをサブディレク

トリにコピーしないでください。

メモ: Lifecycle Controller ではパスに 256 文字を使用することができ、特殊文字（ :、*、?、"、<、>、|、#、
%、および ^ など）はフォルダ名への使用にサポートされません。
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ローカルドライブの使用

1. デバイスの選択 ドロップダウンメニューで、アップデート（DUP またはリポジトリ）を含む USB デバイ
ス（USB フラッシュドライブ）を選択します。

2. カタログの場所またはアップデートパッケージのパス ボックスにカタログが保存される場所またはサ
ブディレクトリを入力します。

ローカルサーバーまたは FTP サーバーの使用

ローカル FTP、Dell FTP、プロキシ設定を使用する FTP、またはプロキシサーバーとして設定されたサービス

プロバイダの FTP を使用するには、次の詳細を入力します。

• アドレス — ローカル FTP サーバーの IP アドレスまたは ftp.dell.com

メモ: Dell FTP を使用する場合は、この他の情報は指定しないでください。

• ユーザー名 — FTP ロケーションにアクセスするためのユーザー名。

• パスワード — FTP ロケーションにアクセスするためのパスワード。

• カタログの場所またはアップデートパッケージパス — DUP ロケーションの名前、またはカタログが
保存されている場所のサブディレクトリ。

この手順は、オペレーティングシステムのドライバソースのためのオプション手順です。

メモ: カタログファイルおよび DUP を ftp.dell.com からダウンロードした場合は、これらをサブディレク
トリにコピーしないでください。

• サーバー — プロキシサーバーのサーバーホスト名。

• ポート — プロキシサーバーのポート番号。

• ユーザー名 — プロキシサーバーでの認証に必要なユーザー名。

• パスワード — プロキシサーバーでの認証に必要なパスワード。

• タイプ — プロキシサーバーのタイプ。Lifecycle Controller は HTTP および SOCKS 4 プロキシタイプに
対応しています。

関連リンク

リポジトリの使用

シングルコンポーネント DUP の使用

ネットワーク共有の使用

ネットワーク経由で共有フォルダを使用するには、ネットワーク共有（CIFS または NFS） を選択して、次の

表に示す詳細を入力します。
表 1. ネットワーク共有の詳細

CIFS の場合 NFS の場合

共有名 — DUP またはリポジトリがある共有フォルダへのパス。例えば、\\xxx.xxx.xx.xx\sharename になりま

す。

ドメインおよびユーザー名 — ネットワーク共有に

ログインするために必要なドメインとユーザー名を
入力します。例えば、 loginname@myDomain と入力し

ます。ドメインがない場合は、ユーザー名を入力し
ます。

-

パスワード — 正しいパスワードを入力します。 -

カタログの場所またはアップデートパッケージパス — DUP ロケーションの名前、またはカタログが保存さ

れている場所のサブディレクトリ。
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CIFS の場合 NFS の場合

メモ: カタログファイルおよび DUP を ftp.dell.com からダウンロードした場合は、これらをサブディレク

トリにコピーしないでください。

アップデートの選択と適用

アップデートを選択し適用するには、必要なアップデートを選択し 適用 をクリックします。デフォルトで、

Lifecycle Controller は 新アップデートが入手可能なコンポーネントを選択します。詳細については『Lifecycle 
Controller オンラインヘルプ』を参照してください。

アップデートプロセスが完了すると、システムが再起動します。複数のアップデートを適用する場合、シス
テムがアップデートごとに直接 Lifecycle Controller から再起動し、その他の選択したアップデートを続行しま

す。

メモ: システムは、OS ドライバパックおよびハードウェア診断のアップデート後には再起動しません。

iDRAC ファームウェアアップデートが中断されると、次のファームウェアアップデートを実行する前に、

大で 30 分間待つ必要がある場合があります。

メモ: Lifecycle Controller を使用して電源装置のファームウェアをアップデートする間、 初のタスク後に

システムがシャットダウンします。PSU ファームウェアのアップデートには数分間かかり、その後自動

的に電源が入ります。

以前のファームウェアバージョンへのロールバック

ロールバック ウィザードを使用して、以前のファームウェアバージョンにロールバックすることができま

す。

メモ: BIOS またはファームウェアを 1 度だけアップデートした場合、ロールバック機能が工場出荷時に

インストールされたコンポーネントファームウェアイメージに戻るオプションを提供します。ファー
ムウェアを 複数回アップデートした場合、工場出荷時のイメージは上書きされており、そこに戻ること

はできなくなります。

プラットフォームをロールバックするには、次の手順を行います。

1. 左ペインで、プラットフォームアップデート をクリックします。

2. 右ペインで、プラットフォームロールバックの開始 をクリックします。

プラットフォームロールバック ページにロールバックが可能なコンポーネントリストが表示されます。

新のバージョンがデフォルトで選択されます。

3. 必要なロールバックイメージを選択し、適用 をクリックします。

アップデートプロセスが完了すると、システムが再起動します。複数のアップデートを適用する場合は、
システムはアップデートごとに直接 Lifecycle Controller から再起動し、アップデートを続行する場合があ

ります。

関連リンク

プラットフォームロールバック

ファームウェアバージョンの比較

Trusted Platform Module 設定に影響するデバイスのアップデートおよびロールバック
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ファームウェアバージョンの比較

アップデートまたはロールバックのバージョンを現在システムにインストールされているバージョンと比較
するには、現在 フィールドと 利用可能 フィールドのバージョンを比較します。

• コンポーネント — コンポーネント名を表示します。適用する各アップデートのチェックボックスを
選択します。

• 現在 — 現在システムにインストールされているコンポーネントのバージョンが表示されます。

• 利用可能 — 使用可能なアップデートのバージョンが表示されます。

Trusted Platform Module 設定に影響するデバイスのアップデートおよびロールバ
ック

起動前測定を有効化した状態で Trusted Platform Module（TPM）を有効にすると、システム上の BitLocker 保護

が有効になります。BitLocker 保護が有効になると、RAID コントローラ、NIC、および BIOS などのコンポーネ

ントのアップデートまたはロールバックには、次のシステム起動中にリカバリパスワードの入力、またはリ
カバリキーが含まれる USB フラッシュドライブを挿入することが必要になります。TPM の設定方法の詳細

については、support.dell.com/manuals の 『BIOS ユーザーガイド』を参照してください。

TPM セキュリティが 起動前測定でオン に設定されていることを Lifecycle Controller が検知すると、特定のア

ップデートに対してリカバリパスワードまたはリカバリキーが含まれた USB フラッシュドライブが必要に

なるという警告メッセージが表示されます。この警告メッセージには、BitLocker に影響するコンポーネント

も記載されています。

これらのコンポーネントは、アップデートの選択 ページに移動し、該当するコンポーネントのチェックボッ

クスを外すことによって、アップデートまたはロールバックしないことを選択できます。

ハードウェア診断の実行

ハードウェア診断を実行するには、次の手順を行います。

1. Lifecycle Controller の左ペインで ハードウェア診断 をクリックします。

2. 右ペインで ハードウェア診断の実行 をクリックします。診断ユーティリティが起動するので、画面上の
指示に従います。

診断テストが完了したら、テストの結果が画面に表示されます。テスト結果で報告された問題を解決す
るには、 support.dell.com で解決方法を検索します。

ハードウェア診断ユーティリティを終了するには、システムを再起動して F10 を押し、Lifecycle Controller 
を再起動します。

関連リンク

ハードウェア診断

オペレーティングシステムのインストール

オペレーティングシステムのインストール前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。

• 光学 DVD ドライブが接続されていること。

• ハードディスクが接続されていること。

• 仮想メディアが接続されていること。詳細については、『iDRAC ユーザーズガイド』を参照してくださ
い。.

• ソフトウェア RAID または PERC コントローラが 新ファームウェアでインストールされ、仮想ディス
クを作成するために、少なくとも 1 台の物理ディスクが利用可能あること。対応コントローラおよび
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関連ファームウェアの詳細については、オペレーティングシステムのマニュアルを参照してくださ
い。

オペレーティングシステムをインストールするには、次の手順を行います。

1. Lifecycle Controller を起動するには、システムを起動し、Dell ロゴが表示されてから 10 秒以内に <F10> キ
ーを押します。

2. 左ペインで、OS 展開 をクリックします。

3. 右ペインで、OS の展開 をクリックして、次のいずれかを選択します。

– システムに RAID コントローラがある場合は、 初に RAID を設定（オプション）を選択した後
で、次へをクリックします。

– OS 展開に直接進む を選択し、次へ をクリックして、RAID 設定を省略します。

4. リストからオペレーティングシステムを選択して、オペレーティングシステムのメディアを挿入し、残
りのタスクを完了します。

メモ: UEFI 起動モードをサポートするオペレーティングシステムを選択すると、起動モードの選択に 

BIOS または UEFI オプションが提供されます。

5. システムを再起動します。

オペレーティングシステムが選択された仮想ドライブに自動的にインストールされます。

関連リンク

オペレーティングシステムの選択

システムの再起動

オプションの RAID 設定の使用

オプションの RAID 設定の使用

既存の設定がない場合、RAID を設定することができます。設定しない場合は、RAID 設定を省略してオペレー

ティングシステムを展開することができます。そのかわりに、 Hardware Configuration Tab → Configuration 
Wizards → RAID Configuration の RAID 設定ページで RAID を設定することができます。

オペレーティングシステム展開ウィザードを使用した RAID の設定

OS 展開ウィザードを使用して RAID コントローラを設定するには、次の手順を行います。

メモ: システムに RAID コントローラがある場合、仮想ディスクをブートデバイスとして設定できます。

1. ホーム ページの左ペインで、OS 展開 をクリックします。

2. 初に RAID を設定 を選択します。

RAID 設定ウィザードが起動します。設定を行うことができるすべてのストレージコントローラが表示

されます。

3. ストレージコントローラを選択します。

RAID 設定のオプションが表示されます。

4. RAID 設定を完了し、終了 をクリックします。

RAID 設定がディスクに適用され、OS 展開ウィザードは オペレーティングシステムの選択 ページに移動

します。

オペレーティングシステムの選択

オペレーティングシステムは、その可用性およびユーザープリファレンスによって選択できます。次の処置
のいずれかを実行します。
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• リスト内のオペレーティングシステムの選択

• カスタムオペレーティングシステムの選択

• リスト外のオペレーティングシステムの選択

リストにある使用可能なオペレーティングシステムの選択

リストにある使用可能なオペレーティングシステムをインストールするには、次の手順を実行します。

1. リストから必要なオペレーティングシステムを選択して、次へ をクリックします。

ドライバが OEMDRV ディレクトリに展開され、Lifecycle Controller がオペレーティングシステムインスト

ールメディアを挿入するプロンプトを表示します。

2. Lifecycle Controller は、UEFI または BIOS の 2 つのインストールモードを表示します。これらオプションか
ら 1 つを選択して、次へ をクリックします。

選択されたオペレーティングシステムが UEFI モードに対応していない場合、UEFI オプションはグレー表

示されますが、インストールされるオペレーティングシステムが UEFI ベースインストールを部分的にサ

ポートしている場合、失敗してオペレーティングシステムを起動できなくなる可能性があります。UEFI 
モードでオペレーティングシステムをインストールする前に、オペレーティングシステムのマニュアル
を文書を参照するようにしてください。これを行わない場合は、起動モードを BIOS にしてオペレーティ

ングシステムをインストールしてください。

3. プロンプトが表示されたら標準オペレーティングシステムインストールメディアを挿入し、次へ をクリ
ックします。Lifecycle Controller がメディアを検証します。

4. 標準オペレーティングシステムインストールメディアが検証されたら、インストールを続行します。そ
うでない場合は、正しいメディアを挿入して、次へ をクリックします。

システムの再起動ページが表示されます。

カスタムオペレーティングシステムの選択

カスタムオペレーティングシステムをインストールするには、次の手順を行います。

1. リストから必要なオペレーティングシステムを選択して、次へ をクリックします。

ドライバが OEMDRV ディレクトリに展開され、Lifecycle Controller はオペレーティングシステムインスト

ールメディアを挿入するプロンプトを表示します。

2. 要件を満たすオペレーティングシステムコンポーネントを含むカスタムオペレーティングシステムメデ
ィアを挿入して、次へ をクリックします。

3. 検証チェックに失敗すると、次のメッセージが表示されます。

選択されたメディアは OS <選択されたオペレーティングシステム名>の標準メディア証明書に一致し

ません

4. はい をクリックして続行するか、いいえ をクリックして別のメディアを挿入し、再試行します。

システムの再起動ページが表示されます。

リストにないオペレーティングシステムの選択

リストにないオペレーティングシステムをインストールするには、次の手順を実行します。

1. その他のオペレーティングシステム を選択して、次へ をクリックします。

ドライバは抽出されません。したがって、オペレーティングシステムに必要なドライバを用意します。

2. 要件に固有のオペレーティングシステムコンポーネントのすべてが収録されたオペレーティングシステ
ムのインストールメディアを挿入して、次へ をクリックします。
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メモ: Lifecycle Controller はメディアの検証は行いません。

システムの再起動 ページが表示されます。

関連リンク

システムの再起動

ドライバアクセス

システムの再起動

終了 をクリックしてシステムを再起動し、オペレーティングシステムのインストールを続行します。システ

ムはオペレーティングシステムのインストールメディアから起動します。

再起動後シナリオ

次の表は、再起動後のシナリオ、そのユーザー操作、および影響を示します。

シナリオ ユーザー操作と影響

POST 中、システムがオペレーティングシステムイン
ストールメディアで再起動するためのキーを押すプ
ロンプトを表示する。

オペレーティングシステムインストールを開始する
には、キーのいずれかを押します。押さないとシス
テムはオペレーティングシステムインストールメデ
ィアではなく、ハードディスクで再起動します。

オペレーティングシステムのインストールが中断さ
れ、インストールが完了する前にシステムが再起動
する。

システムがオペレーティングシステムインストール
メディアで再起動するためのキーを押すプロンプト
を表示します。

オペレーティングシステムのインストールをキャン
セルしたい。

<F10> キーを押します。

メモ: インストールプロセス中または再起動中に 

<F10> キーを押すと、オペレーティングシステム

展開 ウィザードが提供したドライバが削除され

ます。

オペレーティングシステムのインストール後、ドラ
イバが一時的な場所に抽出される 18 時間の間は、
DUP を使用して Lifecycle Controller、ドライバ、また
はハードウェア診断のアップデートを行うことがで
きず、この時間内にオペレーティングシステムを介
して DUP アップデートを試みると、DUP は別のセッ
ションがアクティブであるとのメッセージを表示す
る。

Lifecycle Controller は、オペレーティングシステムイ
ンストール後に、この処置を許可しません。ただし、
管理下システムから電源装置を取り外すと、OEMDRV 
ディレクトリが消去されます。

前面パネルへのアクセスの制御

前面パネルへのアクセスを制御するには、次の手順を実行します。

1. Lifecycle Controller の ホーム ページで、ハードウェア設定 を選択します。

2. 右ペインで、設定ウィザード を選択します。

3. システム設定ウィザード で、前面パネルセキュリティ をクリックします。

4. システムコントロールパネルアクセスを次のオプションのひとつに設定します。

– 表示と変更

– 表示のみ

– 無効

5. 変更を適用するには、終了 をクリックします。

35



システムコントロールパネルのアクセスオプション

Lifecycle Controller の前面パネルセキュリティ設定によって、管理者はコントロールパネルインタフェースへ

のアクセスを制限することができます。使用できるオプションは次のとおりです。

• 表示および変更 — システムコントロールパネルのインタフェースを使用して、情報の取得および変
更ができます。

• 表示のみ — システムコントロールパネルのインタフェースを使用して、データ画面を移動して情報
を取得できます。

• 無効 — 管理コントローラによって表示される情報以外の情報へのアクセスや制御はできず、処置も
指定できません。

システム時刻と日付の設定

管理下システムの時刻を日付を設定するには、次の手順を行います。

1. Lifecycle Controller の ホーム ページで、ハードウェア設定 を選択します。

2. 右ペインで、設定ウィザード を選択します。

3. システム設定ウィザード で、システム時刻 / 日付設定 をクリックします。

Lifecycle Controller で表示されるデフォルトのシステム時刻およびシステム日付は、システム BIOS が報告

するものです。

4. 必要に応じて、システム時刻 および システム日付（HH:MM:SS AM/PM）を変更します。

5. 終了 をクリックして変更を適用します。

iDRAC の設定

LAN、共通 IP 設定、IPv4、IPv6、仮想メディア、LAN ユーザー設定など、システムに適用可能な iDRAC パラメ

ータを設定するには、iDRAC 設定 ウィザードを使用します。

iDRAC パラメータを設定および管理するには、次の手順を行います。

1. ホーム ページの左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで、設定ウィザード をクリックします。

3. システム設定ウィザード で、iDRAC 設定 をクリックして、次のパラメータを設定します。

– LAN 設定

– 詳細 LAN 設定

– 共通 IP 設定

– IPv4 設定

– IPv6 設定

– 仮想メディア設定

– LAN ユーザー設定

4. サマリ ページですべての変更の概要を表示し、適用 をクリックして変更を保存します。

変更が保存されている間、お待ちください メッセージが表示されます。動作が完了すると、 終の 確
認 画面に表が表示され、すべての変更済みパラメータに対して、変更なし、成功、または失敗の 3 つの

値が示されます。

5. 終了 をクリックして、新しい iDRAC 設定を適用します。
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LAN 設定

LAN の表示と設定を行うには、次の手順を実行します。

1. iDRAC 設定で、LAN の設定 を選択します。

2. iDRAC LAN、IPMI Over LAN、MAC アドレス、および NIC の選択 について詳細を入力します。

表 2. ：LAN 設定の属性

属性 説明 値

iDRAC LAN iDRAC LAN の有効化は、その他の制御を有効にします。
DRAC LAN の無効化は、それらの制御を無効にします。

有効化または無
効化

IPMI Over LAN iDRAC ローカルエリアネットワーク（LAN）チャネル上で 
IPMI（Intelligent Platform Management Interface）コマンドを
有効または無効にします。

有効化または無
効化

MAC アドレス ネットワークの各ノードを固有に識別するメディアアク
セスコントロール（MAC）アドレスを表示します（読み取
り専用）。

-

NIC 選択 NIC モードの表示または編集 -

NIC モード

NIC を有効化するための異なるタイプの NIC モードは次のとおりです。

• 専用 — ライセンスが必要なこのオプションは、リモートアクセスデバイスが Remote Access Controller
（RAC）で利用できる専用ネットワークインタフェースを使用できるようにします。このインタフェ
ースはホストオペレーティングシステムと共有されておらず、管理トラフィックを別の物理ネットワ
ークに転送することにより、管理トラフィックをアプリケーショントラフィックから分離させること
を可能にします。

• LOM1、LOM2、LOM3 または LOM4 — 選択された LOM に基づいて、ネットワークインタフェースがシ
ステムにリモートアクセスできるようにします。

詳細 LAN 設定

LAN の詳細設定は、次の手順で行います。

1. iDRAC 設定 で、LAN 設定 を選択し、次に 詳細 LAN 設定 を選択します。

2. VLAN、VLAN ID、VLAN 優先度、オートネゴシエート、LAN スピード、LAN デュプレックス などの追加の
属性を設定します。

3. 設定を保存し、LAN 設定 メニューに戻るには、OK をクリックします。

表 3. ：LAN 詳細設定の属性

属性 説明 値

VLAN 操作の VLAN モードとパラメータを示します。VLAN を有効に
すると、一致する VLAN ID のトラフィックのみが許可されま
す。無効にすると、VLAN ID と VLAN 優先度は利用できなくな
り、それらのパラメータに設定された値はいずれも無視されま
す。

有効化または無効化

VLAN ID VLAN ID の値を設定します。有効値は、IEEE 801.11g 仕様によっ
て定義されています。

1～4094

VLAN 優先
度

VLAN ID 優先度の値を設定します。有効値は、IEEE 801.11g 仕様
によって定義されています。

0～7
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属性 説明 値

自動ネゴシ
エーション

自動ネゴシエートがオンのときは、 も近いルーターまたはハ
ブと通信して、iDRAC が二重モードとネットワーク速度の値を
自動設定するかどうかを決定します。自動ネゴシエートがオ
フのときは、二重モードおよびネットワーク速度の値を手動で
設定する必要があります。

オンまたはオフ

LAN 速度 ユーザーのネットワーク環境と一致するように、ネットワーク
の速度を設定します。自動ネゴシエーションがオンの場合、こ
のオプションは使用できません。

10 Mb、100 Mb、および 
1000 Mb

LAN デュプ
レックス

ユーザーのネットワーク環境と一致するように、二重モードを
設定します。自動ネゴシエーションがオンの場合、このオプシ
ョンは使用できません。

フルまたはハーフ

共通 IP 設定

共通 IP 設定を行うには、次の手順を実行します。

1. iDRAC 設定 から、 IP 設定 に移動します。

2. iDRAC 名を登録します。

3. DHCP からドメイン名を設定します。

4. ドメイン名を指定します。

5. ホスト名の文字列を指定します。

6. 設定を保存し、iDRAC 設定 メニューに戻るには、OK をクリックします。

この手順中に設定された情報は、iDRAC がデフォルトにリセットされた場合、または iDRAC ファームウ

ェアがアップデートされた場合に削除されます。

表 4. ：共通 IP 設定の属性

属性 説明 値

iDRAC 名の登録 ドメインネームシステム（DNS）で、iDRAC 名を登録し
ます。

はい または いいえ

iDRAC 名 DNS の登録に用いた iDRAC 名を表示または編集しま
す。名前 文字列には 大 63 の印刷可能 ASCII 文字を使
用できます。

メモ: iDRAC 名の登録が いいえ に設定されていると

きは、名前文字列の編集はできません。

有効化または無効
化

DHCP からのドメイン名 iDRAC が、Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）サ
ーバーからドメイン名を取得します。

いいえ に設定されている場合は、手動でドメイン名を
入力する必要があります。

はいまたはいいえ

ドメイン名 iDRAC が DHCP から取得されていない場合は、使用中
の iDRAC ドメイン名を表示または編集します。

DHCP からのドメイン名 が いいえ に設定されている場
合は、ドメイン名を指定できます。

有効化または無効
化

ホスト名文字列 iDRAC に関連するホスト名を指定または編集します。

ホスト名 の文字列には、 大 62 の印刷可能な ASCII 文
字を使用できます。

-

IPv4 設定

IPv4 設定を行うには、次の手順を実行します。

38



1. IP 設定 から IPv4 設定に移動し、プロトコルを有効化または無効化します。

2. RMCP+ 暗号化キーを設定します。

3. IP アドレスソース を指定します。

4. ユーザー定義の設定を指定します。

5. 次へ をクリックして続行します。

属性 説明 値

IPv4 iDRAC NIC IPv4 プロトコルサポー
ト。IPv4 を無効化すると、制御が
非アクティブになります。

有効化または無効化

RMCP+ 暗号キー RMCP+ 暗号キー設定（空白は使用
できません）。デフォルト設定は
すべてゼロ（0）です。

0～40 の 16 進法の文字列

IP アドレスソース iDRAC NIC は、DHCP サーバーから、
または手動で設定された静的 IP 
から IPv4 アドレスを取得できま
す。

IP アドレスソース を DHCP に設定
すると、イーサネット IP アドレ
ス、サブネット、およびデフォル
トゲートウェイオプションが非ア
クティブになります。

DHCP または固定

IPv4 のイーサネット IP アドレス設定

ユーザー定義による制御を指定するには、Ethernet IP アドレス の設定をクリックし、次の各項目に適切な値

を入力します。
表 5. IPv4 のイーサネット IP アドレス設定

設定 値および説明

イーサネット IP アドレス 大値は 255.255.255.255

サブネットマスク 大値は 255.255.255.255

デフォルトゲートウェイ 大値は 255.255.255.255

DHCP からの DNS サーバーの取得 はいまたはいいえ

• はいに設定すると、iDRAC NIC が DNS サーバーの情報を 
DHCP サーバーから取得して、DNS サーバー 1 および DNS 
サーバー 2 の制御を非アクティブ化します。

• いいえに設定した場合、iDRAC NIC は DHCP サーバーから 
DNS サーバー情報を取得しないため、DNS サーバー 1 フィ
ールドと DNS サーバー 2 フィールドを手動で定義する必
要があります。

DNS サーバー 1（プライマリ DNS サーバ
ー）

大値は 255.255.255.255

DNS サーバー 2（セカンダリ DNS サーバ
ー）

大値は 255.255.255.255

IPv6 設定

IPv6 設定は、次の手順で行います。

メモ: この機能はライセンスが必要です。機能を有効化するには、ライセンスを取得してください。ライ

センスの取得と使用の詳細については、『iDRAC7 ユーザーズガイド』を参照してください。
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1. IP 設定 で IPV6 を選択して、プロトコルを有効または無効にします。

2. IP アドレスソース を指定します。

3. 代替イーサネット IP アドレス にユーザー定義の設定を指定します。

4. 次へ をクリックして設定内容を保存して、次の手順に進みます。

属性 説明 値

IPv6 iDRAC NIC IPv6 プロトコルのサポ
ート。IPv6 を無効にすると、制御
が非アクティブ化されます。

有効化または無効化

IP アドレスソース iDRAC NIC が DHCP サーバーから 
IPv6 アドレスを取得する機能で
す。

IP アドレスソース の無効化は、
Ethernet IP アドレス、 プレフィッ
クス長、および デフォルトゲート
ウェイ の制御を非アクティブ化し
ます。

有効化または無効化

IPv6 のイーサネット IP アドレス設定

ユーザー定義による制御を指定するには、Ethernet IP アドレス の設定をクリックし、次の各項目に適切な値

を入力します。
表 6. IPv6 のイーサネット IP アドレス設定

設定 値および説明

イーサネット IP アドレス FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF の 大値です。

• マルチキャスト（ff00:/8）とループバック（::1/128）の値は、イー
サネット IP  アドレス、および / またはこの項で説明されるその他
のアドレス関連フィールドの有効なアドレスではありません。サ
ポートされている IPv6 アドレスの形式は次のとおりです。

• サポートされている IPv6 アドレスの形式：

– X:X:X:X:X:X:X:X — この形式では、X は 8 つの 16 ビットアドレ
スの 16 進法の値を示しています。個々のフィールドの先
頭のゼロは省くことができますが、すべてのフィールドに
少なくとも 1 つの数字を含める必要があります。

– ::（コロン 2 つ） — この形式を使って、隣接するゼロのフ
ィールドの一連を希望の形式で表現することができます。
アドレスで :: を使用できるのは一度限りです。また未指定
のアドレス（0:0:0:0:0:0:0:0）を表現するためにも、この形式
を使用できます。

– x:x:x:x:x:x:d.d.d.d — この形式は、時に IPv4 および IPv6 ノード
が混在しているデータセンターでより便利になります。こ
の形式では、x はアドレスの上位 6 桁の 16 ビット部分を 16 
進法で表し、d は、アドレスの下位 4 桁の 8 ビット部分を 10 
進法で表します（標準の IPv4 表記）

プレフィックス長 大値は 128 です。

デフォルトゲートウェイ FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF の 大値です。

DHCP からの DNS サーバーの取
得

はいまたはいいえ

• はいに設定すると、iDRAC NIC が DNS サーバーの情報を DHCP サー
バーから取得して、DNS サーバー 1 および DNS サーバー 2 の制御
を非アクティブ化します。
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設定 値および説明

• いいえに設定した場合、iDRAC NIC は DHCP サーバーから DNS サー
バー情報を取得しないため、DNS サーバー 1 フィールドと DNS サ
ーバー 2 フィールドを手動で定義する必要があります。

DNS サーバー 1（プライマリ 
DNS サーバー）

FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF の 大値です。

DNS サーバー 2（セカンダリ 
DNS サーバー）

FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF:FFFF の 大値です。

仮想メディア設定

仮想メディアは、システムに iDRAC7 Enterprise が装備されている場合にのみ使用可能です。仮想メディア設

定ウィザードを使用して、使用可能な仮想メディアデバイスの制御モードを設定してください。対応仮想メ
ディアデバイスの詳細については、support.dell.com/manuals にある『Integrated Dell Remote Access Controller 7 
（iDRAC7）ユーザーズガイド』を参照してください。

メモ: この機能にはライセンスが必要です。ライセンスを取得して機能を有効にしてください。ライセ

ンスの取得および使用の詳細については、『iDRAC7 ユーザーズガイド を参照してください。

仮想メディアを設定するには、次の手順を行います。

1. iDRAC 設定 から 仮想メディア設定 に移動します。

2. 次の制御モードのいずれかを選択します。

– 連結

– 分離

– 自動連結

3. 次へ をクリックして続行します。

仮想メディアの接続モード

仮想メディアの設定に使用できる接続モードは、次のとおりです。

表 7. ：VM 接続モード

モード 説明

連結 現在の操作環境において、仮想メディアデバイスを使用することができます。
仮想メディアはシステムのフロッピーイメージ、フロッピードライブ、また
は CD/DVD ドライブを有効化して、それらのフロッピーイメージやドライブが
ローカルシステムに存在（連結または接続）しているかのように、管理下シ
ステムのコンソールで使用できるようにします。

分離 仮想メディアデバイスにアクセスすることはできません。

自動連結 仮想メディアデバイスは、ユーザーが物理的にメディアを接続するたびに、
サーバーに自動でマップされます。

LAN ユーザー設定

これを使用して、アカウントアクセス、アカウント関連の属性、スマートカード認証等の LAN ユーザー設定

を行います。これには次の手順を実行します。

1. iDRAC 設定 から LAN ユーザー設定 に移動します。

2. ユーザー設定を行います。
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3. 次へ をクリックして続行します。

表 8. ：LAN ユーザー設定

パラメータ 説明 値

プロビジョニングサーバ

ーのアドレス条件

プロビジョニングサーバーのアドレス
を入力します。

IPV4、IPV6、またはホスト名

自動検出 プロビジョニングサーバーを検出しま
す。

有効化または無効化

アカウントアクセス アカウントアクセスを無効にすると、
LAN ユーザー設定 の他のフィールドも
すべて無効になります。

メモ: このオプションは「ルート」ユ

ーザーのみが利用できます。

有効化または無効化

アカウントユーザー名 iDRAC ユーザー名の変更が可能になりま
す。

大 16 文字の印刷可能な ASCII 
文字

パスワード システム管理者が、iDRAC ユーザーのパ
スワード（暗号化）を指定または編集で
きるようにします。

大 20 文字

パスワードの確認 確認のために、iDRAC ユーザーのパスワ
ードを再入力します。

大 20 文字

アカウント権限 IPMI LAN チャネルでのユーザーの 大
権限をユーザーグループに割り当てま
す。

システム管理者、オペレータ、ユ
ーザー、またはアクセスなし

スマートカード認証 iDRAC ログインのためのスマートカード
認証です。有効にすると、iDRAC にアク
セスするにはスマートカードをインス
トールする必要があります。

有効化、無効化、または RACADM 
で有効化

プロビジョニングサーバーのアドレス条件

• コンマ区切りの IP アドレス、および / またはホスト名、ポート番号のリストです。

• 完全修飾ホスト名を使用できます。

• IPv4 アドレス – ホスト名と同時に指定する場合は、「(」と、「)」で囲みます。

• 各 IP アドレスまたはホスト名の後には、オプションで「:」とポート番号を指定できます。

• 有効な文字列の例： hostname, hostname.domain.com

アカウント権限

表 9. ：アカウント権限

権限 管理者 オペレータ ユーザー アクセスなし

iDRAC へのログイン 可 可 可 -

iDRAC の設定 可 可 - -

ユーザーの設定 可 - - -

ログのクリア 可 - - -

サーバー制御コマンドの実行 可 可 - -

コンソールリダイレクトへの
アクセス

可 可 - -

仮想メディアへのアクセス 可 可 - -
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権限 管理者 オペレータ ユーザー アクセスなし

アラートのテスト 可 可 - -

診断コマンドの実行 可 可 - -

スマートカード認証

スマートカード認証には次の値を設定できます。

• 有効 — スマートカードログインを有効にすると、SSM、Telnet、シリアル、リモート RACADM、IIPMI 
over LAN などのコマンドライン帯域外インタフェースがすべて無効になります。

• 無効 — グラフィカルユーザーインタフェース（GUI）からの次回ログインでは、通常のログインペー
ジが表示されます。セキュアシェル（SSH）、Telnet、シリアル、および RACADM を含むコマンドラ
イン帯域外インタフェースのすべてがデフォルト状態に設定されます。

• RACADM で有効 — RACADM でスマートカードログインを有効にすると、SSM、Telnet、シリアル、リ
モート RACADM、IPMI Over LAN を含むコマンドライン帯域外インタフェースのすべてが無効化されま
す。ただし、RACADM アクセスは引き続き許可されます。

ハードウェア RAID を使用した RAID の設定

お使いのシステムに 1 つまたは複数の対応 PERC RAID コントローラ（PERC 8 以上のファームウェア）、また

は SAS RAID コントローラが搭載されている場合、RAID 設定 ウィザードを使用して仮想ディスクを起動デバ

イスとして設定できます。

メモ: システムに内蔵ストレージコントローラカードがある場合、その他の外部カードはいずれも設定で

きません。内蔵カードがない場合は、外部カードを設定することができます。

RAID を設定するには、次の手順を行います。

メモ: RAID の設定を行う場合は、RAID およびお使いのハードウェア設定に関する十分な知識があること

が推奨されます。

1. 左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで、設定ウィザード をクリックします。

3. ストレージ設定ウィザード で RAID 設定 をクリックしてウィザードを起動します。

現在の RAID 構成の表示とコントローラの選択 ページが表示されます。

4. コントローラを選択し、次へ をクリックします。

RAID レベルの選択 ページが表示されます。

5. RAID レベルを選択し、次へ をクリックします。

物理ディスクの選択 ページが表示されます。

6. 物理ディスクの特性を選択して、次へ をクリックします。

仮想ディスク属性 ページが表示されます。

7. 仮想ディスクパラメータを選択し、次へ をクリックします。

サマリ ページが表示されます。

8. RAID の設定を適用するには、終了 をクリックします。

関連リンク

現在の RAID 設定の表示

RAID コントローラの選択

検出された外部設定

RAID レベルの選択

物理ディスクの選択

仮想ディスク属性の設定
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概要の表示

現在の RAID 設定の表示

現在の RAID 設定の表示とコントローラの選択 ページは、システムに接続された対応 RAID コントローラ上に

すでに設定されているすべての仮想ディスクの属性を表示します。これには 2 つのオプションがあります。

• 既存の仮想ディスクを変更せずに受け入れます。このオプションを選択するには、戻る をクリックし
ます。既存の仮想ディスクにオペレーティングシステムをインストールする必要がある場合、仮想デ
ィスクのサイズと RAID レベルが正しいことを確認してください。

• RAID 設定 ウィザードを使用して、既存仮想ディスクをすべて削除し、新しい起動デバイスとして使
用する新規の仮想ディスクを 1 つだけ作成します。このオプションを選択する場合は、次へ をクリッ
クします。

メモ: RAID 0 は、データ冗長性は提供しません。他の RAID レベルはデータ冗長性を提供し、ディスク障
害時のデータの再構築が可能になります。

メモ: Lifecycle Controller を使用して作成できるのは 1 つの仮想ディスクのみです。複数の仮想ディスク
を作成するには、オプション ROM を使用します。オプション ROM にアクセスするには、再起動中に 
CTRL+R を押します。

RAID コントローラの選択

現在の RAID 設定の表示とコントローラの選択 ページには、システムに接続されている対応 RAID コントロー

ラのすべてが表示されます。仮想ディスクを作成する RAID コントローラを選択して、次へ をクリックしま

す。

検出された外部設定

検出された外部設定 ページは、選択された RAID コントローラに外部設定ディスクが存在している場合にの

み表示されます。

メモ: S110 RAID コントローラを選択した場合、外部ディスクは非 RAID ディスクとして Lifecycle Controller 
に表示されます。仮想ディスクを作成するには、それらのディスクを初期化する必要があります。

外部設定は、システムに導入されたものの、連結されている RAID コントローラによる管理はまだ行われてい

ない RAID 構成を含む一連の物理ディスクです。物理ディスクが別のシステムの RAID コントローラから現シ

ステムの RAID コントローラに移動された場合、外部設定がある可能性があります。

外部設定を無視する および 外部設定をクリアする の 2 つのオプションがあります。

• 外部設定に必要なデータが含まれている場合、外部設定を無視する を選択します。このオプションを
選択すると、外部設定を含むディスク容量は、新しい仮想ディスクで使用することはできません。

• 外部設定を含む物理ディスク上のすべてのデータを削除するには、外部設定をクリアする を選択しま
す。このオプションは、外部設定を含むディスク容量をクリアし、新しい仮想ディスクで使用できる
ようにします。

オプションのうち 1 つを選択した後、次へ をクリックします。

RAID レベルの選択

RAID レベル ドロップダウンメニューから、仮想ディスクの RAID レベルを選択します。

• RAID 0 — 複数の物理ディスク全体にデータをストライプします。RAID 0 は、冗長データを保持しませ
ん。RAID 0 仮想ディスクで 1 台の物理ディスクが故障すると、データを再構築する方策はありません。
RAID 0 は、冗長性なしで、良好な読み取りおよび書き込みパフォーマンスを提供します。

• RAID 1 — 1 つの物理ディスクから別の物理ディスクにデータのミラーまたは複製を行います。 1 台の
物理ディスクが故障すると、ミラーのもう一方からのデータを使用してデータを再構築することがで
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きます。RAID 1 は、良好なデータ冗長性を持ち、良好な読み取りパフォーマンスと平均的な書き込み
パフォーマンスを提供します。

• RAID 5 — 複数の物理ディスク全体にデータをストライプし、パリティ情報を使用して冗長データを維
持します。 1 台の物理ディスクが故障した場合、パリティ情報を使ってデータを再構築することがで
きます。RAID 5 は、良好なデータ冗長性および良好な読み取りパフォーマンスを提供しますが、書き
込みパフォーマンスは遅くなります。

• RAID 6 — 複数の物理ディスク全体にデータをストライプし、2 つのパリティ情報を使用することによ
って、さらなるデータ冗長性を提供します。1 台または 2 台の物理ディスクが故障した場合、パリテ
ィ情報を使ってデータを再構築することができます。RAID 6 は、良好なデータ冗長性および良好な読
み取りパフォーマンスを提供しますが、書き込みパフォーマンスは遅くなります。

• RAID 10 — ミラー化された物理ディスクとデータストライピングの組み合わせです。1 台の物理ディ
スクが故障した場合、データはミラー化されたデータを使って再構築できます。RAID 10 は、良好なデ
ータ冗長性をもち、良好な読み取りおよび書き込みパフォーマンスを提供します。

• RAID 50 — 複数の RAID 5 セットを 単一のアレイで使用するデュアルレベルアレイです。RAID 5 のそ
れぞれで 1 台の物理ディスクが故障しても全アレイでのデータ損失は発生しません。RAID 50 では書
き込みパフォーマンスが向上されますが、物理ディスクが故障し、再構築が実行されるときには、パ
フォーマンスが低下し、データまたはプログラムアクセスが遅くなり、アレイの転送速度が影響を受
けます。

• RAID 60 — RAID 0 の単純ブロックレベルストライピングと RAID 6 の分散ダブルパリティの組み合わせ
です。RAID 60 を使用するには、システムには少なくとも 8 台の物理ディスクが必要になります。1 つ
の RAID 6 セットで 1 台の物理ディスクの再構築中に不具合が発生しても、データ損失にはつながりま
せん。RAID 60 は、いずれかのスパンで 2 台を上回る物理ディスクが故障しない限りデータ損失が発生
しないことから、フォールトトレランスが優れています。

異なる RAID レベルの 小ディスク要件

表 10. ：RAID レベルおよびディスク数

RAID レベル ディスクの 小数

0 1*

1 2

5 3

6 4

10 4

50 6

60 8

* S110 RAID コントローラには、 低限 2 台のディスクが必要です。

物理ディスクの選択

物理ディスクの選択 画面を使用して、仮想ディスクに使用する物理ディスクと、それら物理ディスクに関連

するプロパティを選択します。

仮想ディスクに必要な物理ディスク数は、RAID レベルによって異なります。RAID レベルで必要とされる物理

ディスクの 小および 大数が画面に表示されます。

• プロトコル ドロップダウンメニューで、ディスクプールのプロトコル、シリアル接続 SCSI（SAS）ま
たは シリアル ATA（SATA）を選択します。SAS ドライブはハイパフォーマンス用に使用され、SATA 
ドライブはコスト効率が優れたソリューションを提供します。 ディスクプールは物理ディスクの論
理的なグループで、1 つまたは複数の仮想ディスクを作成できます。プロトコルは、RAID の実装のた
めに使用されるテクノロジーのタイプです。

• メディアタイプ ドロップダウンメニューから、ディスクプールのメディアタイプに ハードディスク
ドライブ（HDD）または ソリッドステートディスク（SSD）を選択します。 HDD は、データストレー
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ジに従来の回転磁気メディアを使用し、SSD はデータストレージ用にフラッシュメモリを実装しま
す。

• スパン長の選択 ドロップダウンメニューからスパン長を選択します。スパン長の値は、各スパンに含
まれる物理ディスク数を示します。スパン長は RAID 10、RAID 50、および RAID 60 のみに適用されま
す。スパン長の選択 ドロップダウンメニューは、ユーザーが RAID 10、RAID 50、または RAID 60 を選択
したときだけ有効になります。

• 画面下部のチェックボックスを使用して、物理ディスクを選択します。物理ディスクの選択は、RAID 
レベルおよびスパン長の要件を満たしている必要があります。すべての物理ディスクを選択するに
は、すべてを選択 をクリックします。

仮想ディスク属性の設定

このページを使用して、次の仮想ディスク属性の値を指定してください。

• サイズ ボックスに、仮想ディスクのサイズを指定します。

• ストライプエレメントのサイズ ドロップダウンメニューから、ストライプエレメントのサイズを選択
します。ストライプエレメントのサイズは、ストライプの中の各物理ディスク上でストライプが消費
するディスク容量です。 ストライプエレメントのサイズ ドロップダウンメニューには、当初画面に
表示されていたものより多くのオプションが表示される場合があります。上または下矢印を使用し
て、すべてのオプションを表示します。

• 読み取りポリシー ドロップダウンメニューから、読み出しポリシーを選択します。

– 先読み — コントローラはデータシーク時に仮想ディスクの連続セクタを読み取ります。デー
タが仮想ディスクの連続セクタに書かれている場合、先読みポリシーによってシステムパフォ
ーマンスが向上します。

– 先読みなし — コントローラは先読みポリシーを使いません。先読みなしポリシーは、データ
がランダムで、連続セクタに書かれていない場合、システムパフォーマンスを向上させます。

– 適応先読み — コントローラは、 近の読み取り要求がディスクの連続セクタにアクセスした
場合のみ先読みポリシーを開始します。 近の読み取り要求がディスクのランダムセクタに
アクセスした場合、コントローラは非先読みポリシーになります。

• 書き込みポリシー ドロップダウンメニューから、書き込みポリシーを選択します。

– ライトスルー — コントローラはデータがディスクに書き込まれた後でのみ書き込み要求完了
信号を送信します。ライトスルーポリシーは、ディスクにデータが書き込まれた後にのみデー
タが利用可能になるとシステムが判断することから、ライトバックポリシーよりも優れたデー
タセキュリティを提供します。

– ライトバック — コントローラは、データがコントローラキャッシュに入ったが、ディスクに
は書き込まれていないという状態になると、即時に書き込み要求完了信号を送信します。ライ
トバックポリシーはより高速な書き込みパフォーマンスを提供しますが、システム障害によっ
てディスクへのデータの書き込みが妨げられる場合があることから、データセキュリティは低
下します。

– ライトバックの強制 — 書き込みキャッシュは、コントローラにおける動作可能のバッテリの
有無にかかわらず、有効になります。コントローラに動作可能なバッテリがない場合、停電時
にデータ損失が発生する可能性があります。

• 仮想ディスクにホットスペアを割り当てるには、使用可能であればホットスペアディスクを割り当て
る を選択します。

ホットスペアは、冗長仮想ディスクからのデータ再構築のために使用される未使用のバックアップ物
理ディスクです。ホットスペアは、冗長 RAID レベルでのみ使用することができます。ホットスペア

には物理ディスクサイズの要件もあり、仮想ディスクに含まれる 小の物理ディスクと同等、または
それ以上のサイズである必要があります。RAID レベルと物理ディスクの可用性がこれらの要件を満

たさない場合は、ホットスペアは割り当てられません。

• コントローラのセキュリティキーで仮想ディスクをセキュア化するには、次の手順を行います。

メモ: セキュアな仮想ディスクは、コントローラセキュリティキーが作成され、選択されたディスクが、
自己暗号化ドライブ（SED）の場合にのみ作成されます。
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概要の表示

サマリ ページには、選択したオプションに応じた仮想ディスクの属性が表示されます。

注意: 終了 をクリックすると、ユーザー指定の外部設定以外の既存仮想ディスクがすべて削除されます。
仮想ディスク上のデータはすべて失われます。

前のページに戻って選択を確認または変更するには、戻る をクリックします。変更を行わずにウィザードを

終了するには、キャンセル をクリックします。

表示されている属性を使用した仮想ディスクを作成するには、終了 をクリックします。

ソフトウェア RAID を使用した RAID の設定

S110 コントローラでは、SATA コントローラオプションを RAID モードに変更するようにしてください。これ

を BIOS 経由で行うには、 新の BIOS バージョンがインストールされている必要があります。異なるシステ

ムに対する BIOS バージョンの詳細については、『Lifecycle Controller Readme』を参照してください。

メモ: 古い BIOS がある場合、RAID の設定はオプション ROM 経由のみでしか行えません。

システムのマザーボード上に PERC S110 がある場合に、この機能を使用して RAID を設定してください。ソフ

トウェア RAID オプションが選択されている場合、Lifecycle Controller は物理ディスクを非 RAID ディスクまた

は RAID 対応ディスクとして表示します。

• 非 RAID ディスク — RAID プロパティのない単体ディスク。RAID を適用するには初期化が必要です。

• RAID 対応ディスク — ディスクは初期化済みで、RAID レベルを適用できます。

メモ: Linux および VMware オペレーティングシステムは、ソフトウェア RAID コントローラ（S110）を使
ってインストールすることはできません。

ソフトウェア RAID を設定するには、次のタスクを実行します。

1. 左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで、設定ウィザード をクリックします。

3. ストレージ設定ウィザード で RAID 設定 をクリックしてウィザードを起動します。

現在の RAID 構成の表示とコントローラの選択 ページが表示されます。

4. コントローラを選択し、次へ をクリックします。

非 RAID ディスクが選択したコントローラに接続されている場合は、非 RAID の物理ディスクを選択し、

次へ をクリックして初期化します。そうでない場合は、RAID レベルの選択 ページが表示されます。

メモ: 初期化中、非 RAID ディスク上のすべてのデータが消去されます。

5. RAID レベルを選択し、次へ をクリックします。

物理ディスクの選択 ページが表示されます。

6. 物理ディスクの特性を選択して、次へ をクリックします。

仮想ディスク属性 ページが表示されます。

7. 仮想ディスクパラメータを選択し、次へ をクリックします。

サマリ ページが表示されます。

8. RAID の設定を適用するには、終了 をクリックします。

関連リンク

RAID コントローラの選択

検出された外部設定
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RAID レベルの選択

物理ディスクの選択

仮想ディスク属性の設定

概要の表示

シリーズ 7 コントローラでのセキュアな仮想ディスクの作成

コントローラがローカルキーで暗号化されていることを確認してください。

シリーズ 7 コントローラでセキュアな仮想ディスクを作成するには、次の手順を行います。

1. 左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで、設定ウィザード をクリックします。

3. ストレージ設定ウィザード で RAID 設定 をクリックしてウィザードを起動します。

現在の RAID 設定の表示 および コントローラの選択 ページが、表示された仮想ディスクがセキュアかど

うかの情報を伴って表示されます。

4. コントローラを選択し、次へ をクリックします。

非 RAID ディスクが選択したコントローラに接続されている場合は、非 RAID の物理ディスクを選択し、

次へ をクリックして初期化します。そうでない場合は、RAID レベルの選択 ページが表示されます。

メモ: 初期化中、非 RAID ディスク上のすべてのデータが消去されます。

5. RAID レベルを選択し、次へ をクリックします。

物理ディスクの選択 ページが表示されます。

6. 暗号化機能ドロップダウンメニューから、自己暗号化を選択します。自己暗号化ディスク（SED）が表
示されます。

7. SED を選択して、プロパティを指定し、次へ をクリックします。

仮想ディスク属性 ページが表示されます。

8. 仮想ディスクパラメータを選択し、セキュア仮想ディスクオプションを選択して、次へ をクリックしま
す。

サマリ ページが表示されます。

9. RAID の設定を適用するには、終了 をクリックします。

関連リンク

RAID コントローラの選択

検出された外部設定

RAID レベルの選択

物理ディスクの選択

仮想ディスク属性の設定

概要の表示

RAID コントローラへのローカルキーの適用

vFlash SD カードの設定

ライセンス機能を使用して、vFlash SD カードを有効または無効化し、正常性とプロパティをチェックして、

vFlash SD カードを初期化します。Lifecycle Controller は 1 GB、2 GB、8 GB、および 16 GB の各サイズの vFlash 
SD カードをサポートします。

メモ: スロットに SD カードが挿入されていない場合、vFlash SD カード下のオプションはグレー表示にな
ります。

vFlash SD カードおよび取り付け手順の詳細については、support.dell.com/manuals の『Integrated Dell Remote 
Access Controller 7（iDRAC7）ユーザーズガイド』を参照してください。
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vFlash SD カードの設定機能を使用して、次の操作を実行します。

• vFlash SD カードの有効化または無効化。

• 次の Flash SD カードのプロパティの確認。

– 名前

– 正常性 — OK、警告、および 重大 などの正常性状態のための対応処置は、それぞれ、なし、初
期化して再試行、 削除、リセットして再試行、または初期化して再試行です。

– サイズ - vFlash SD カードの総容量を示します。

– 利用可能容量 - 新しいパーティションを作成するために利用可能な vFlash SD カード上の容量
を示します。

– 書き込み保護 - vFlash SD カードの書き込み保護ラッチがオン / オフのどちらにセットされて
いるかを示します。

• vFlash の初期化 - この操作は vFlash SD カード上の既存パーティションをすべて削除します。

VFlash の有効化または無効化

vFlash SD カードの書き込み禁止ラッチを、オフ の位置に設定するようにしてください。

有効 に設定されている場合は、vFlash SD カードは BIOS 起動順序に表示される仮想ディスクとして設定され、

vFlash SD カードから起動することができるようになります。無効 に設定されている場合、仮想フラッシュは

アクセス不可です。

vFlash SD カードを有効または無効にするには、次の手順を実行します。

1. 左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで、設定ウィザード をクリックします。

3. システム設定ウィザード で、vFlash SD カード設定 をクリックします。

vFlash SD カード ページが表示されます。

4. vFlash メディアドロップダウンメニューから、有効 または 無効 を選択します。

5. 終了 をクリックして変更を適用します。

vFlash の初期化

1. システム設定ウィザード で、vFlash SD カード設定 をクリックします。

vFlash SD カード ページが表示されます。

2. vFlash の初期化 をクリックして、vFlash SD カード内のすべてのデータを削除します。

メモ: vFlash SD カードを無効にした後は、vFlash の初期化 オプションは使用できません。

デバイス設定の変更

詳細ハードウェア設定 を使用してデバイス設定を変更するには、次の手順を実行します。

1. 左ペインで、セットアップユーティリティ を選択します。

2. 右ペインで、詳細ハードウェア設定をクリックします。

3. 設定するデバイスを選択します。

設定の変更に応じて、次のメッセージが表示される場合があります。

1 つ、または複数の設定で、保存およびアクティブ化のための再起動が必要です。今すぐ再起動します
か?

49



4. 設定変更を続行するには、いいえ を選択します。

すべての変更内容は次回のシステム起動時に適用されます。

関連リンク

詳細ハードウェア設定

セキュアでない仮想ディスクの暗号化

次の前提条件が満たされていることを確認します。

• 選択したコントローラがセキュリティ対応である。

• セキュリティ対応仮想ディスクが、コントローラに接続されている。

• コントローラがローカルキー暗号化モードになっていること。

セキュアでない仮想ディスクの暗号化は、次の手順で行います。

メモ: 同じ物理ディスクで作成されたすべての仮想ディスクは、自動で暗号化されます。

1. 左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで、設定ウィザード をクリックします。

3. ストレージ設定ウィザード で、キー暗号化 をクリックします。

4. 暗号化されたコントローラを選択して、次へ をクリックします。

メモ: 選択したコントローラに適用された暗号化モード（ローカルキー暗号化）は、変更されません。

5. セキュアでない仮想ディスクの暗号化 を選択して、次へ をクリックします。

6. 暗号化を有効化するには、セキュアでない仮想ディスクを選択して、終了 をクリックします。

関連リンク

ローカルキー暗号化モード

RAID コントローラへのローカルキーの適用

RAID コントローラにローカルキーを適用する前に、コントローラにセキュリティ対応であることを確認しま

す。

RAID コントローラにローカルキーを適用するには、次の手順を行います。

1. 左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで、設定ウィザード をクリックします。

3. ストレージ設定ウィザード で キー暗号化 をクリックします。

4. ローカルキーを適用するコントローラを選択して、次へ をクリックします。

5. ローカルキー暗号化のセットアップ をクリックして、次へ をクリックします。

メモ: 一部のコントローラオプションは、暗号化をサポートしない場合は無効化されています。

6. 入力されたパスフレーズに対応する 暗号化キー識別子 を入力します。暗号化キー識別子はパスフレー
ズのヒントです。Lifecycle Controller がこのヒントを伴うプロンプトを表示したら、パスフレーズを入力
する必要があります。

7. 新しいパスフレーズ テキストボックスで、パスフレーズを入力します。

メモ: コントローラはパスフレーズを使ってディスクデータを暗号化します。有効なパスフレーズには 

8～32 文字が含まれます。これにはスペース無しで大文字、小文字、数字、および記号の組み合わせが

含まれている必要があります。

8. パスフレーズの確認 テキストボックスで、パスフレーズを再入力して終了をクリックします。
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関連リンク

キー暗号化

RAID コントローラの選択

検出された外部設定

RAID レベルの選択

物理ディスクの選択

仮想ディスク属性の設定

概要の表示

新しいローカルキーでのコントローラの再キー

新しいローカルキーでコントローラを再キーするには、次の手順を行います。

1. 左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで、設定ウィザード をクリックします。

3. ストレージ設定ウィザード で、キー暗号化 をクリックします。

4. ローカルキーが適用されるコントローラを選択して、次へ をクリックします。

5. 既存のパスフレーズ テキストボックスに、表示されている暗号化キー識別子に該当する既存のパスフレ
ーズを入力します。

6. 新しい暗号化キー識別子 テキストボックスに、新しい識別子を入力します。暗号化キー識別子はパスフ
レーズのヒントです。Lifecycle Controller がこのヒントを伴うプロンプトを表示するときは、パスフレー
ズを入力する必要があります。

7. 新しいパスフレーズ テキストボックスに、新しい暗号化キー識別子に関連付けられるパスフレーズを入
力します。

関連リンク

ローカルキー暗号化モード

暗号化の除去とデータの削除

暗号化を除去して仮想ディスク上のデータを消去するには、次の手順を行います。

1. 左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで、設定ウィザードをクリックし、キー暗号化 をクリックします。

3. 適用されているキーを削除する必要のあるコントローラを選択して、次へ をクリックします。

4. 右ペインで、暗号化の除去とデータの削除 を選択して、次へ をクリックします。

5. 暗号化キーとすべてのセキュア仮想ディスクの削除 を選択して、終了 をクリックします。

注意: 既存の暗号化、仮想ディスク、およびすべてのデータが恒久的に削除されます。

関連リンク

ローカルキー暗号化モード

ミラーリングされたディスクの切り離し

RAID-1 仮想ディスクのミラーリングされたアレイを分割するには、次の手順を行います。

1. 左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで、設定ウィザード をクリックします。

3. ストレージ設定ウィザード で ミラーの切り離し をクリックします。

ミラーリングされた仮想ディスクが記載された ミラーの切り離し ページが表示されます。
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4. 関連コントローラを選択して、終了をクリックします。

メモ: ミラーの切り離し 機能は、ソフトウェア RAID コントローラをサポートしません。

システムは、1 つのミラーリングされたアレーのリンクが正常に切り離された場合でもシャットダウン

します。

ローカル FTP サーバーの設定

社内のユーザーが、外部のサイト、特に ftp.dell.com にアクセスできないプライベートネットワークを使用し

ている場合、ローカルに設定された FTP サーバーからプラットフォームのアップデートを提供できます。社

内ユーザーは、ftp.dell.com の代わりにローカル FTP サーバーから Dell サーバーのアップデートまたはドライ

バにアクセスできます。プロキシサーバー経由で ftp.dell.com にアクセスできるユーザーにはローカル FTP は
必要ありません。頻繁に ftp.dell.com をチェックして、ローカル FTP サーバーに 新のアップデートがあるこ

とを確認してください。

FTP 認証

FTP サーバーへのユーザー名とパスワードの提供は必要ですが、Lifecycle Controller ではカタログ情報をダウ

ンロードするために、FTP サーバーアドレスを使用した FTP サーバーへの匿名ログインをサポートしていま

す。ファイアウォールを使っている場合、発信 FTP トラフィックをポート 21 で許容するよう設定する必要が

あります。ファイアウォールは、 受信 FTP 応答トラフィックを'受け入れるように設定する必要があります。

ローカル FTP サーバーの要件

ローカル FTP サーバーを設定する場合には、次の要件が適用されます。

• ローカル FTP サーバーはデフォルトポート（21）を使用する必要があります。

• ローカル FTP サーバーからアップデートにアクセスする前に、LC 設定 ウィザードを使用してお使いの
システムにあるネットワークカードを設定する必要があります。

Dell Server Updates DVD からローカル FTP サーバーへのリポジトリのコピー

リポジトリをコピーするには、次の手順を行います。

1. support.dell.com からお使いのシステムへ『Server Update Utility』ISO をダウンロードし、DVD に焼き付け
ます。

メモ: OS ドライバパックをアップデートするには、『Dell Lifecycle Controller OS ドライバパック』DVD を
使用します。

2. DVD のリポジトリフォルダをローカル FTP サーバー のルートディレクトリにコピーします。

3. プラットフォームアップデートには、このローカル FTP サーバーを使用します。

Dell Repository Manager を使用したリポジトリの作成とローカル FTP サーバーへ
のコピー

リポジトリの作成とコピーには、次の手順を行います。

1. Dell Repository Manager を使用して作成したリポジトリをローカル FTP サーバーのルートディレクトリに
コピーします。
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メモ: お使いのシステム向けリポジトリの作成の詳細については、support.dell.com/manuals にある、『Dell 
Repository Manager ユーザーガイド』を参照してください。

2. プラットフォームアップデートには、このローカル FTP サーバーを使用します。

ローカル FTP サーバー上のアップデートへのアクセス

社内のユーザー が Lifecycle Controller および Lifecycle Controller の プラットフォームアップデート を介して 

OS 展開 ウィザードを使用する場合は、オンラインリポジトリを指定するためにローカル FTP サーバーの IP 
アドレスを知っている必要があります。

ユーザーがプロキシサーバーを通してローカル FTP サーバーにアクセスしている場合は、プロキシサーバー

に関する次の情報が必要です。

• プロキシサーバーのホスト名または IP アドレス

• プロキシサーバーのポート番号

• プロキシサーバー上での認証に必要なユーザー名

• プロキシサーバー上での認証に必要なパスワード

• プロキシサーバーのタイプ

• プロキシサーバーを使用して FTP サーバーにアクセスし、アップデートをダウンロードするには、次
を指定します。

– アドレス — ローカル FTP サーバーの IP アドレスまたは ftp.dell.com

– ユーザー名 — FTP ロケーションにアクセスするためのユーザー名。

– パスワード — FTP ロケーションにアクセスするためのパスワード。

– プロキシサーバー — プロキシサーバーのサーバーホスト名または IP アドレス。

– プロキシポート — プロキシサーバーのポート番号。

– プロキシタイプ — プロキシサーバーのタイプ。Lifecycle Controller は HTTP および SOCKS 4 プ
ロキシタイプに対応しています。

– プロキシユーザー名 — プロキシサーバー上での認証に必要なユーザー名。

– プロキシパスワード — プロキシサーバー上での認証に必要なパスワード。

ローカル USB フラッシュドライブの設定

社内ユーザーが ftp.dell.com などの外部サイトへのアクセスがないプライベートネットワークを使用している

場合、ローカルで設定された USB フラッシュドライブからアップデートを提供できます。

リポジトリとして使用する USB デバイスは、少なくとも 8 GB のコンテンツを保持する必要があります。

プロキシサーバー経由で ftp.dell.com にアクセスできるユーザーには USB フラッシュドライブは不要です。

新のアップデートを取得するには、support.dell.com から 新版の『Dell Server Updates』ISO をダウンロード

してください。

メモ: Lifecycle Controller は、内蔵 SATA 光学ドライブ、USB 光学ドライブ、および仮想メディアデバイス
をサポートします。インストールメディアが破損している、または読み取り不能な場合は、Lifecycle 
Controller がメディアの存在を検証できない可能性があります。その場合はメディアがないというエラ
ーメッセージが表示されます。

Dell Server Updates DVD からローカルフラッシュドライブへのリポジトリのコピ
ー

リポジトリをコピーするには、次の手順を行います。
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1. support.dell.com から『Server Update Utility』ISO をダウンロードし、DVD にコピーします。

2. DVD のリポジトリフォルダを USB フラッシュドライブのルートディレクトリにコピーします。

3. プラットフォームのアップデートには、この USB フラッシュドライブを使用します。

Dell Repository Manager を使用したリポジトリの作成と USB フラッシュドライブ
へのコピー

リポジトリの作成とコピーには、次の手順を行います。

1. Dell Repository Manager を使用して作成したリポジトリを USB フラッシュドライブのルートディレクト
リにコピーします。

2. プラットフォームのアップデートには、この USB フラッシュドライブを使います。

メモ: お使いのシステム向けリポジトリの作成の詳細については、support.dell.com/manuals にある、『Dell 
Repository Manager ユーザーガイド』を参照してください。

交換済み部品の設定

部品交換設定を実行する前に、次の前提条件を満たしていることを確認してください。

• 再起動時のシステムインベントリの収集 を有効にして、システム起動時に Lifecycle Controller が 部品
ファームウェアアップデート および 部品設定アップデート を自動で開始するようにします。

メモ: 部品ファームウェアアップデートと部品設定アップデートが無効になっていないことを確認しま
す。

• 再起動時のシステムインベントリの収集 を有効化します。無効になっていると、システム起動後手動
で Lifecycle Controller を起動せずに新しいコンポーネントを追加した場合、システムインベントリ情報
のキャッシュが古くなる可能性があります。部品交換後の再起動時には、手動モードで <F10> を押す
必要があります。

• 交換されたカード / 部品は、以前のコンポーネントと同じシリーズのものである必要があります。

部品ファームウェアおよび設定アップデートを実行するには、次の手順を行います。

1. 左ペインで、プラットフォーム復元 をクリックします。

2. 右ペインで、部品交換 をクリックします。

部品交換設定 ページが表示されます。

3. 部品ファームウェアアップデートのドロップダウンメニューから、次のいずれかを選択します。

– 無効 — 交換済み部品でのファームウェアのアップデートは実行されません。

– バージョンアップグレードのみ許可 — 新しい部品のファームウェアバージョンが既存の部品よ
り古いバージョンの場合にのみ、交換済み部品のファームウェアアップデートが行われます。

– 交換済み部品のファームウェアを一致させる - 新しい部品のファームウェアバージョンが元の部
品と同じバージョンにアップデートされます。

4. 部品設定アップデートのドロップダウンメニューから、次のいずれかを選択します。

– 無効 — 機能が無効になり、部品が交換されても現在の設定は適用されません。

– 常に適用 — 機能が有効になり、部品が交換されると現在の設定が適用されます。

– ファームウェアが一致する場合のみ適用 — 機能が有効になり、現在のファームウェアが交換済
み部品のファームウェアに一致する場合にのみ、現在の設定が適用されます。

関連リンク

部品交換設定
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サーバーインベントリ情報のアップデート

再起動時のシステムインベントリの収集を有効にするには、次の手順を行います。

1. 左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで ハードウェアインベントリ を選択します。

3. 再起動時のシステムインベントリの収集 をクリックします。 

4. 再起動時のシステムインベントリの収集 で、有効化 または 無効化 をクリックします。

関連リンク

再起動時のシステムインベントリの収集

サーバープロファイルのバックアップ

サーバープロファイルのバックアップを行う前に、次の前提条件を満たしていることを確認してください。

• サーバーに有効なサービスタグがある（7 文字）。

• vFlash SD カードが取り付けられ、初期化、有効化されている。

• vFlash SD カードには、 低 500 MB の空き容量がある。

• バックアップ操作中は iDRAC 仮想コンソール 1 台のみを使用する。

サーバープロファイルのバックアップは、次の手順で行います。

1. 左ペインで、プラットフォーム復元 を選択します。

2. 右ペインで、サーバープロファイルのバックアップ を選択します。

3. パスフレーズを入力せずにバックアップファイルを生成するには、終了 をクリックします。

また、パスフレーズを使わずに暗号化されたバックアップファイルを作成するにも、終了 をクリックし

ます。

4. バックアップファイルパスフレーズ フィールドにパスフレーズを入力します。例えば、Rt@#12tv と入力
します。

メモ: 有効なパスフレーズには 8～32 文字が含まれ、スペース無しで大文字、小文字、数字、記号の組み

合わせを使用する必要があります。パスフレーズはオプションです。バックアップに使用する場合は、
復元中にも使用する必要があります。

5. パスフレーズの確認 フィールドで、パスフレーズを再入力して 完了 をクリックします。

システムは再起動しますが、Lifecycle Controller は無効です。Lifecycle Controller は、バックアッププロセ

スが完了するまでアクセスできません。バックアップが完了して Lifecycle Controller を起動すると、成功

メッセージが表示されます。

メモ: サーバープロファイルのバックアップステータスには、iDRAC Web インタフェースのライフサイク

ルログをチェックできます。バックアップの完了後、Lifecycle Controller のログを表示するには、 ライフ

サイクルログ → ライフサイクルログ履歴の表示 をクリックします。

関連リンク

サーバープロファイルのバックアップ

バックアップ中のシステムまたは機能の動作

バックアップ中のシステムまたは機能の動作

• Lifecycle Controller が無効化されます。
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• バックアップイメージファイルの保存のため、ラベル名 SRVCNF のパーティションが vFlash SD カード
上に自動的に作成されます。ラベル名 SRVCNF のパーティションがすでに存在している場合は、上書
きされます。

• サーバーの構成に応じて 大 45 分かかります。

• すべての設定情報がバックアップされます。

• 診断やドライバパックの情報はバックアップされません。

• AC 電源のパワーサイクルが実行されると、バックアップが失敗します。

サーバープロファイルの USB フラッシュドライブまたはネ
ットワーク共有へのエクスポート

サーバープロファイルのエクスポートを行う前に、次の前提条件を満たしていることを確認してください。

• vFlash SD カードがシステムに取り付けられており、バックアップイメージファイルが含まれているこ
と。

• USB フラッシュドライブに 低 500 MB の空き容量があること。

• ネットワーク共有にアクセスでき、 低 500 MB の空き容量があること。

• バックアップ中に使用したものと同じ vFlash SD カードを使用すること。

サーバープロファイルを USB フラッシュドライブまたはネットワーク共有にエクスポートするには、次の手

順を行います。

1. 左ペインで、プラットフォームの復元 を選択します。

2. 右ペインで、サーバープロファイルのバックアップ を選択します。

3. USB デバイスまたは ネットワーク共有 のどちらかを選択し、詳細を入力して 終了 をクリックします。

Backup_<service_tag>_<time_stamp>.img ファイルが指定された場所にエクスポートされます。

関連リンク

エクスポート中のシステムまたは機能の動作

サーバープロファイルのエクスポート

USB デバイス

ネットワーク共有

エクスポート中のシステムまたは機能の動作

• サーバーの構成に応じて 大 15 分かかります。

• Lifecycle Controller は、バックアップイメージファイルを Backup _<service_tag>_<time_stamp>.img フォ
ーマットでエクスポートします。<service_tag> は、バックアップイメージファイルからコピーされま
す。 <time_stamp> は、バックアップが開始された時刻です。

• エクスポートが正しく完了すると、このイベントのログがライフサイクルログにログされます。

vFlash SD カード、ネットワーク共有、または USB フラッシュ
ドライブからのサーバープロファイルのインポート

サーバープロファイルのインポートを行う前に、次の前提条件を満たしていることを確認してください。

• サーバーのサービスタグが、バックアップを行ったときのものと同じ。

• vFlash SD カードから復元する場合は、それが取り付けられており、SRVCNF とラベル付けされたフォ
ルダにバックアップイメージが入っていること。このイメージは復元しようとしているプラットフ
ォームと同じプラットフォームからのものである必要があります。

• ネットワーク共有から復元を行う場合は、バックアップイメージファイルが保存されているネットワ
ーク共有へのアクセスが可能であること。
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• 復元操作中は iDRAC 仮想コンソール 1 台のみを使用する。

vFlash SD カード、ネットワーク共有、または USB フラッシュドライブからサーバープロファイルをインポー

トできます。

関連リンク

インポート中のシステムまたは機能の動作

vFlash SD カード

ネットワーク共有

USB デバイス

インポート後のシナリオ

サーバープロファイルのインポート

vFlash SD カード

vFlash SD カードからのインポートには、次の手順を行います。

1. 左ペインで、プラットフォームの復元 を選択します。

2. 右ペインで、サーバープロファイルのインポート を選択します。

3. vFlash セキュアデジタル（SD）カードを選択して、次へ をクリックします。

4. 設定の保存 または 設定の削除 を選択します。

– 設定の保存 — RAID レベル、仮想ディスク、およびコントローラの属性を保存します。

– 設定の削除 — RAID レベル、仮想ディスク、およびコントローラの属性を削除します。

5. バックアップイメージファイルをパスフレーズでセキュア化した場合、バックアップファイルパスフレ
ーズ ボックスにパスフレーズ（バックアップ時に入力したもの）を入力し、終了 をクリックします。

関連リンク

インポート中のシステムまたは機能の動作

サーバープロファイルのインポート

マザーボード交換後のサーバープロファイルのインポート

ネットワーク共有

ネットワーク共有からのインポートには、次の手順を実行します。

1. 左ペインで、プラットフォームの復元を選択します。

2. 右ペインで、サーバープロファイルのインポートを選択します。

3. ネットワーク共有 を選択して 次へ をクリックします。

4. CIFS または NFS を選択し、ディレクトリ、サブディレクトリパスと共にバックアップファイル名を入力
して、次へ をクリックします。

5. 設定の保存 または 設定の削除 を選択します。

– 設定の保存 — RAID レベル、仮想ディスク、およびコントローラの属性を保存します。

– 設定の削除 — RAID レベル、仮想ディスク、およびコントローラの属性を削除します。

6. バックアップイメージファイルをパスフレーズでセキュア化した場合、バックアップファイルパスフレ
ーズ ボックスにパスフレーズ（バックアップ時に入力したもの）を入力し、終了 をクリックします。

関連リンク

インポート中のシステムまたは機能の動作

サーバープロファイルのインポート

マザーボード交換後のサーバープロファイルのインポート

57



USB デバイス

USB フラッシュドライブからインポートするには、次の手順を実行します。

1. 左ペインで、プラットフォーム復元 を選択します。

2. 右ペインで、サーバープロファイルのインポート を選択します。

3. USB デバイス を選択し、次へ をクリックします。

4. デバイスの選択 ドロップダウンメニューから、接続されている USB フラッシュドライブを選択します。

5. ファイルの場所 テキストボックスで、選択したデバイスでバックアップイメージファイルが保存されて
いるディレクトリまたはサブディレクトリのパスを入力します。

6. 設定の保存 または 設定の削除 を選択します。

– 設定の保存 — RAID レベル、仮想ディスク、およびコントローラの属性を保存します。

– 設定の削除 — RAID レベル、仮想ディスク、およびコントローラの属性を削除します。

7. バックアップイメージファイルをパスフレーズでセキュア化した場合、バックアップファイルパスフレ
ーズ ボックスにパスフレーズ（バックアップ時に入力したもの）を入力し、終了 をクリックします。

関連リンク

インポート中のシステムまたは機能の動作

サーバープロファイルのインポート

マザーボード交換後のサーバープロファイルのインポート

インポート中のシステムまたは機能の動作

• Lifecycle Controller は復元中使用できず、インポート操作の終了後に有効になります。

• Lifecycle controller の内容を含む、バックアップされたデータのすべてが復元されます。

• インポートは、サーバーの構成に応じて 大 45 分かかります。

• 診断またはドライバパックの情報は復元されません。

• Lifecycle Controller で実行されているタスクの途中で不必要な再起動が発生する場合、これはデバイス
設定の試行中に問題が発生し、タスクの実行が再試行されることが原因です。ライフサイクルログを
チェックして、失敗したデバイスの情報を確認してください。

• カードが取り付けられているスロットが以前のスロットとは異なる場合、カードのインポート操作が
失敗します。

• インポート動作はパーぺチュアルライセンスのみを復元します。評価用およびパーマネントライセ
ンスは復元されません。

インポート後のシナリオ

管理下システムは次の操作を実行します。

1. 電源が入っている場合は、電源が切られます。システムがオペレーティングシステムから起動していれ
ば正常シャットダウンを試みます。正常シャットダウンを行えない場合は、15 分後に強制シャットダウ
ンを行います。

2. システムの電源がオンになり、対応デバイス（BIOS、ストレージコントローラ、およびアドイン NIC カ
ード）用のファームウェア復元を行うタスクを実行するために System Services から起動します。

3. システムが再起動し、System Services が起動して、対応デバイス（BIOS、ストレージコントローラ、お
よびアドイン NIC カード）のファームウェアの検証、設定復元を行うためのタスクが実行されます。さ
らに、実行されたすべてのタスクの 終的な検証が行われます。

4. システム電源がオフになり、iDRAC 設定およびファームウェア復元が行われます。完了後、DRAC がリセ
ットされますが、システム電源がオンになるまでは 大 10 分かかる場合があります。
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5. システムの電源がオンになり、復元プロセスが完了します。復元プロセスのエントリは、ライフサイク
ルログを確認してください。

関連リンク

vFlash SD カード、ネットワーク共有、または USB フラッシュドライブからのサーバープロファイルの
インポート

マザーボード交換後のサーバープロファイルのインポート

マザーボード交換後にサーバープロファイルをインポートする前に、次の前提条件を満たしていることを確
認してください。

• 旧マザーボードとのサーバーのバックアップイメージが存在している。

• Dell vFlash SD カードから復元する場合は、それが取り付けられており、SRVCNF とラベル付けされた
フォルダにバックアップイメージが入っていること。このイメージは復元しようとしているプラッ
トフォームと同じプラットフォームからのものである必要があります。

• ネットワーク共有から復元を行う場合は、バックアップイメージファイルが保存されているネットワ
ーク共有へのアクセスが引き続き可能であること。

マザーボード交換後、vFlash SD カード、ネットワーク共有または USB デバイスからサーバープロファイルを

インポートします。

• 「インポート後のシナリオ」を参照してください。

• サービスタグは、バックアップファイルから新しいマザーボードに復元されます。

関連リンク

サーバープロファイルのインポート

vFlash SD カード

ネットワーク共有

USB デバイス

ライフサイクルログ履歴の表示

この機能を使って、次を表示します。

• ファームウェアインベントリ

• ファームウエアのアップデート履歴

• アップデートおよび設定イベントのみ

メモ: 設定変更の詳細は表示されません。

• ユーザーの作業メモ

ライフサイクルログの表示中、異なるフィルタリングおよび並べ替えのオプションを使用します。

メモ: ライフサイクルログは様々なシステム管理ツールで作成されることから、イベントはログ直後にラ

イフサイクルログに表示されない場合あります。

ライフサイクルログ履歴を表示、およびフィルタリングオプションを使用するには、次の手順を実行します。

1. 左ペインで、ライフサイクルログ をクリックします。

2. 右ペインで、 ライフサイクルログ履歴の表示 をクリックします。

– 番号 — イベントのシリアルナンバー

– カテゴリ — イベントが属すカテゴリ。使用できるカテゴリは次の通りです。

* システムの正常性 — ファン、電源装置、NIC/LOM/CNA リンク、BIOS エラーなど、取り付
けられているハードウェアに関連するイベント。
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* ストレージ — コントローラ、エンクロージャ、物理ディスク、ソフトウェア RAID など、
外部または内部ストレージコンポーネントに関連するイベント。

* 設定 — システムでのハードウェアの追加または取り外し、Lifecycle Controller またはオペ
レーティングシステムを使用した設定の変更など、ハードウェアおよびソフトウェア変更
に関連するイベント。

* 監査 — ユーザーログイン、侵入、ライセンスなどに関するイベント。

* アップデート — ファームウェアおよびドライバのアップデートまたはロールバックに関
連するイベント。

* 作業メモ — ユーザーによってログされるイベント。

– メッセージ ID - 各イベントは、例えば SWC0001 といった一意のメッセージ ID で表されます。

– 説明 — 例えば Dell OS ドライバパック、v.6.4.0.14、X14 が検出されたなど、イベントの簡単な説
明。

– 日時 — イベントが発生した日時。

3. カテゴリでフィルタ にある次のオプションを使って、各カテゴリに関連する固有の情報を表示します。

– すべて — ライフサイクルログ内にあるすべてのデータを表示します。

– その他のイベント — 選択されたイベントに基づくデータを表示します。例えば、監視、設定、
ストレージ、システムの正常性、アップデートなどです。

ライフサイクルログのエクスポート

この機能を使用して、ライフサイクルログ情報を XML ファイルにエクスポートします。XML ファイルは USB 
デバイスまたはネットワーク共有に保存します。スキーマの詳細については、「ライフサイクルログスキー

マ」を参照してください。ライフサイクルログのエクスポート前には、次の前提条件が満たされていること
を確認してください。

メモ: ライフサイクルログは様々なシステム管理ツールで作成されることから、イベントはログ直後にラ

イフサイクルログに表示されない場合あります。

• エクスポートしたファイルを USB フラッシュドライブに保存する場合は、USB フラッシュドライブが
管理下ノードに接続されていることを確認します。

• ネットワーク共有（共有フォルダ）を使用する場合は、正しいネットワーク設定を設定してくださ
い。詳細は、「LC 設定の使用」を参照してください。

ライフサイクルログをエクスポートするには、次の手順を実行します。

1. 左ペインで、ライフサイクルログ をクリックします。

2. 右ペインで、 ライフサイクルログのエクスポート をクリックします。

3. USB デバイス または ネットワーク共有 のいずれかを選択します。

4. ネットワーク共有 オプションを選択した場合、ネットワーク接続のテスト をクリックして、Lifecycle 
Controller が提供された IP アドレスに接続できるか検証します。デフォルトで、ゲートウェイ IP、DNS サ
ーバー IP、およびホスト IP に ping を行います。

メモ: DNS がドメイン名を解決できない場合、Lifecycle Controller はドメイン名に ping を行うことができ

ず、その IP アドレスを表示しません。DNS の問題を解決してから、再試行します。

5. 終了 をクリックします。

ライフサイクルログが指定された場所にエクスポートされます。

関連リンク

USB デバイス

ネットワーク共有
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ライフサイクルログへの作業メモの追加

この機能を使用して、後日使用できるコメントを記録します。例えば、スケジュールされているダウンタイ
ムの情報や、異なるシフトで作業するシステム管理者間で、それぞれが行った変更についての伝達を行いま
す。

メモ: ライフサイクルログ フィールドには 大 50 文字入力することができます。

作業メモを追加するには、次の手順を行います。

1. 左ペインで、 ライフサイクルログ をクリックします。

2. 右ペインで、ライフサイクルログへの作業メモの追加 をクリックします。

3. ライフサイクルログへの作業メモの追加 フィールドにコメントを入力し、OK をクリックします。

設定の削除とデフォルトへのリセット

次が必要な場合は、この機能を使って極秘データおよび設定関係の情報を削除します。

• 管理下システムを破棄する。

• 管理下システムを別のアプリケーションに再利用する。

• 管理下システムを非セキュアな場所に移動する。

注意: この機能は、iDRAC を工場出荷時のデフォルトにリセットし、iDRAC ユーザー資格情報、IP アドレ

ス設定、暗号化証明書、およびライセンスのすべてを削除します。また、変更イベント履歴、ファーム
ウェアアップグレードおよびロールバック、ユーザーコメント、および現在と工場出荷時のハードウェ
アとファームウェアインベントリのすべてを含む、ライフサイクルログなどのすべての Lifecycle 
Controller コンテンツも削除します。この機能を使用する前にライフサイクルログを安全な場所にエク

スポートすることを推奨します。この操作後はシステムがシャットダウンするので、手動でシステムを
再起動する必要があります。

設定を削除し、工場出荷時のデフォルトにリセットするには、次の手順を実行します。

1. 左ペインで、ハードウェア設定 をクリックします。

2. 右ペインで、設定の削除およびデフォルトへのリセット をクリックします。

3. Lifecycle Controller のリセット を選択します。

4. 終了 をクリックします。

メッセージが表示されます。

5. はい をクリックして続行するか、いいえ をクリックして操作をキャンセルします。

関連リンク

設定の削除とデフォルトのリセット
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5
トラブルシューティングとよくあるお問い
合わせ（FAQ）
本項は、Lifecycle Controller によって一般的に生成されるエラーメッセージを説明し、エラーを解決するため

の推奨事項を提供します。また、Lifecycle Controller ユーザーからのよくあるお問い合わせに対する回答も記

載されています。

エラーメッセージ

次の表では、エラーのいくつかをリストします。

エラーメッセージ 解決方法

ドライバファイルをコピーできません
でした

オペレーティングシステムをインストールするために必要なドラ
イバが破損しています。この問題を解決するには、プラットフォ
ームアップデートを実行します（「プラットフォームのアップデー
ト」を参照）。詳細については、「プラットフォームのアップデー
ト」を参照してください。

ネットワークが設定されていません。
今すぐ設定しますか?

Lifecycle Controller が正しく機能するには、ネットワークが正しく
設定されている必要があります。ネットワーク設定ページからの 
Lifecycle Controller ネットワーク設定の実行についての情報は、「オ
ペレーティングシステム展開」を参照してください。

新しい日時を設定できません。 Lifecycle Controller は、システムの日時を変更することができませ
んでした。この問題を解決するには、次の手順を行います。

1. システムを再起動します。

2. <F10> キーを押して Lifecycle Controller を再起動します。

3. 日付と時刻の設定を再度変更します。

無効なプロキシサーバーです FTP サーバーにアクセスするために指定したプロキシサーバーが
無効です。

大 40 の 16 進数で有効な暗号化キー
を入力してください

40 未満の 16 進数で有効な暗号化キーを入力します。有効な文字
は、0～9、a～f、および A～F の範囲です。

有効な iDRAC IPv4 アドレスを入力して
ください

0.0.0.0 ～ 255.255.255.255 の有効な iDRAC IPv4 プロトコルアドレスを
入力します。

有効なデフォルトゲートウェイアドレ
スを入力してください

0.0.0.0 ～ 255.255.255.255 の有効なデフォルトゲートウェイアドレス
を入力します。

アカウントアクセスの変更に失敗しま
した。複数のユーザーアカウントが必
要です。詳細についてはヘルプを参照
してください。

別のユーザーアカウントを作成する必要があります。詳細につい
ては、画面の右上隅のヘルプをクリックします。

有効なユーザー名を入力してください 有効なユーザー名を入力する必要があります。他の iDRAC 設定ツ
ールとの互換性を維持するため、ユーザー名文字列には、数字（0
～9）、英文字（a～z、A～Z）、およびハイフン（–）のみを使用
することをお奨めします。

有効なパスワードを入力してください 有効なパスワードを入力する必要があります。他の iDRAC 設定ツ
ールとの互換性を維持するため、パスワード文字列には、数字（0
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エラーメッセージ 解決方法

～9）、英文字（a～z、A～Z）、およびハイフン（–）のみを使用
することをお奨めします。

Ping テストに失敗しました このエラーは、一時的なネットワーク問題で発生する可能性があ
ります。この問題が継続する場合は、ネットワーク接続を確認し
て、再度試みます。

ドライバパックが見つかりません

または

OS リストの作成エラー

Lifecycle Controller は、オペレーティングシステムのインストール
に必要なドライバを見つけることができません。この問題を解決
するには、プラットフォームのアップデートを実行します。詳細
ついては、「プラットフォームのアップデート」を参照してくださ
い。

アップデートのソースとして選択した
リポジトリが整合性チェックに失敗し
ました。リポジトリを再作成、再ダウ
ンロードするか、かわりに使用する別
のソースを提供してください。

このエラーは一時的なネットワーク問題が原因である可能性があ
ります。後ほど、アップデートリポジトリへの接続を再試行して
ください。お使いのアップデートリポジトリにローカル USB デバ
イスを使用してもこの問題が解決されない場合は、リポジトリを
再作成（「ローカル USB フラッシュドライブの設定」を参照）する
か、別のリポジトリを指定してください。

カタログファイルの解凍に失敗しまし
た

現在インストールされているバージョンと 新バージョンを比較
するためにダウンロードしたカタログを解凍できません。このエ
ラーは一時的なネットワーク問題が原因である可能性がありま
す。後ほど、アップデートリポジトリへの接続を再試行してくだ
さい。お使いのアップデートリポジトリにローカル USB デバイス
を使用してもこの問題が解決されない場合は、リポジトリを再作
成（「ローカル USB フラッシュドライブの設定」を参照）するか、
別のリポジトリを指定してください。

ホスト名の名前解決ができません このエラーは、次のいずれかが原因で発生した可能性があります。

• プラットフォームアップデート FTP サーバーに無効な名前
が指定されています。詳細については、「アップデートタイ
プとアップデートソースの選択」を参照してください。

• ネットワーク設定ページで指定したドメインネームサーバ
ー（DNS） が無効です。詳細については、「オペレーティン
グシステム展開」を参照してください。

アップデートパッケージが破損してい
ます

システムのアップデートに使用した 1 つまたは複数の DUP が破損
していることを Lifecycle Controller が検出しました。お使いのアッ
プデートリポジトリにローカル USB デバイスを使用してもこの問
題が解決されない場合は、リポジトリを再作成（「ローカル USB フ
ラッシュドライブの設定」を参照）するか、別のリポジトリを指
定してください。

有効な iDRAC IPv6 アドレスを入力して
ください

有効な iDRAC IPv6 ネットワークアドレスを入力します。IPv6 設定
を参照してください。詳細については、「IPv6 設定」を参照してく
ださい。

IPv6 ネットワークアドレスプレフィッ
クス長を 1～128 の範囲で指定してくだ
さい。

お使いのネットワークの IPv6 アドレスプレフィックスに上位ビッ
ト数を入力します。プレフィックス長は 1～128 の範囲である必要
があります。詳細については、「IPv6 設定」を参照してください。

IPv6 デフォルトゲートウェイのアドレ
スを入力してください。

IPv6 デフォルトゲートウェイのアドレスを入力します。詳細につ
いては、「IPv6 設定」を参照してください。

IPv6 DNS サーバー 1 の有効なアドレス
を入力してください。

IPv6 DNS サーバー 1 の有効なアドレスを入力します。詳細につい
ては、「IPv6 設定」を参照してください。

IPv6 DNS サーバー 2 の有効なアドレス
を入力してください。

IPv6 DNS サーバー 2 の有効なアドレスを入力します。詳細につい
ては、「IPv6 設定」を参照してください。

大 63 文字の有効な iDRAC 名を入力し
てください

63 文字以内の有効な iDRAC 名を入力します。
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エラーメッセージ 解決方法

大 64 文字の有効なドメイン名を入力
してください

64 文字以内の有効なドメイン名を入力します。

大 62 文字の有効な ホスト名を入力
してください

62 文字以内の有効なホスト名を入力します。

VLAN ID は IEEE 801.1g 規格で定義され
ているように 1～4094 の範囲内です。

1～4094 の範囲で VLAN ID を入力します。「詳細 LAN 設定」を参照
してください。詳細は、「詳細 LAN 設定」を参照してください。

VLAN ID 優先度は IEEE 801.1g 規格で定
義されているように 0～7 の範囲内で
す。

0～7 の範囲で VLAN ID 優先度値を入力します。詳細は、「詳細 LAN 
設定」を参照してください。

RAID 設定に失敗しました Lifecycle Controller は RAID 設定の作成時に失敗しました。この問
題を解決するには次の手順を行います。

1. システムを再起動します。

2. <F10> キーを押して Lifecycle Controller を再起動します。

3. RAID 設定の作成を再試行してください。

一般エラー RAID 設定作成中に Lifecycle Controller に不明のエラーが発生しま
した。この問題を解決するには、次の手順を行います。

1. システムを再起動します。

2. <F10> キーを押して Lifecycle Controller を再起動します。

3. RAID 設定の作成を再試行してください。

この仮想ディスクに物理ディスクが選
択されていません

仮想ディスク用に選択した物理ディスクの数が不十分です。現在
の RAID レベルに必要な物理ディスクの 低必要数を確認してか
ら、少なくともその数の物理ディスクを選択してください。

有効な RAID レベルが見つかりません システムに接続された物理ディスク数は、選択された RAID レベル
に十分ではありません。追加の物理ディスクを接続してから再試
行してください。

エラーが発生しました。1 つ、または複
数の設定が保存されない可能性があり
ます。

ハードウェアの詳細設定の変更中にエラーが発生しました。この
問題を解決するには次の手順を行います。

1. システムを再起動します。

2. <F10> キーを押して Lifecycle Controller を再起動します。

3. 設定を変更します。

エラーが発生しました。1 つ、または複
数の設定が復元されない可能性があり
ます。

ハードウェアの詳細設定の復元中にエラーが発生しました。この
問題を解決するには次の手順を行います。

1. システムを再起動します。

2. <F10> キーを押して Lifecycle Controller を再起動します。

3. 詳細設定画面を再び開きます。

この機能は、この設定でサポートされ
ていません。BIOS および iDRAC7 ファ
ームウェアを 新バージョンにアップ
デートしてから、再試行してください。

ブレードサーバーは、選択された機能をサポートしていません。

共有名 / 詳細が存在しません 正しい共有名またはユーザー名、およびパスワードを入力して、
再試行します。

ログイン資格情報および共有名を認証
できません。

正しい共有名またはユーザー名、およびパスワードを入力して、
再試行します。

無効なカタログファイルです カタログファイルへの正しいパス、または正しいカタログ名を入
力します。
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エラーメッセージ 解決方法

ネットワーク共有をマウントできませ
ん

このエラーは、一時的なネットワーク問題で発生する可能性があ
ります。この問題が継続する場合は、ネットワーク接続を確認し
て、再度試みます。

操作は正しく完了しましたが、システ
ムは自動的にシャットダウンできませ
ん。手動でシャットダウンさせてくだ
さい。

システムの電源ボタンを押して、手動でシャットダウンします。

ネットワーク共有へのコピーに失敗し
ました

このエラーは、一時的なネットワーク問題で発生する可能性があ
ります。この問題が継続する場合は、ネットワーク接続を確認し
て、再度試みます。

USB フォルダの場所が無効です 有効なフォルダ場所を指定します。

ネットワーク共有フォルダの場所が無
効です

有効なフォルダ場所を指定します。

USB およびネットワーク共有フォルダ
の場所が無効です

有効なフォルダ場所を指定します。

アップデートパッケージがこのシステ
ムでサポートされていません

アップデートパッケージがシステムでサポートされていることを
確認してください。

無効なアップデートパッケージです アップデートパッケージが破損または改ざんされていないことを
確認してください。

Lifecycle Controller から開始されたサー
バープロファイルバックアップ操作が
エラーを伴って終了しました。

RAC ログには、バックアップ中に失敗したコンポーネント名が含
まれています。ファームウェア情報を検証して再試行してくださ
い。

vFlash SD カードの SRVCNF パーティシ
ョンへのバックアップサーバープロフ
ァイルのコピーに失敗しました。

vFlash SD カードが取り付けられ、初期化および有効化されている
ことを確認してください。

Lifecycle Controller から開始された復元
操作がエラーを伴って終了しました。
詳細については、RAC ログを参照して
ください。

RAC ログには、復元中に失敗したコンポーネント名が含まれてい
ます。ファームウェア情報を検証して再試行してください。

復元の開始に失敗しました。しばらく
してから復元操作を再試行してくださ
い。

AC パワーサイクルを行ってから、再度試してください。

vFlash SD カードが存在しないので操作
を完了できません。vFlash SD カードを
挿入してから再試行してください。

vFlash SD カードを取り付けてから、操作を再試行してください。

必要なライセンスをアップロードして vFlash SD カードを有効に
し、再試行してください。

vFlash には、この操作を実行するために
十分な容量がありません。vFlash には
少なくとも 384 MB の空き容量が必要
です。

384 MB の空き容量を確保するため、既存のパーティションと不要
なファイルを削除してください。

1 つ、または複数のパーティションがロ
ックされているため、この操作を完了
できません。パーティションのロック
を解除して再試行してください。

iDRAC vFLash SD カードのウィザードを使用してパーティションの
ロックを解除し、操作を再試行してください。

1 つ、または複数のパーティションが使
用中のため、この操作を終了できませ
ん。数分待ってから再試行してくださ
い。

パーティションを使用している他の操作を完了してから、操作を
再試行してください。

SD カードが存在しないため、この操作
を完了できません。SD カードを挿入
して再試行してください。

カードが存在すること、およびシステムに vFlash 機能を有効化す
るために必要なライセンスがアップロードされていることを確認
します。

66



エラーメッセージ 解決方法

Lifecycle Controller から開始されたサー
バープロファイルバックアップ操作を
完了できませんでした。詳細について
は、iDRAC RAC ログをチェックしてくだ
さい。

RAC ログには、バックアップ中に失敗したコンポーネント名が含
まれています。ファームウェア情報を検証して再試行してくださ
い。

再キーに失敗しました。再試行してく
ださい。

ストレージコントローラファームウェアの 新バージョンがイン
ストールされていることを確認してください。

セキュアでない仮想ディスクの暗号化
に失敗しました。

ストレージコントローラファームウェアの 新バージョンがイン
ストールされていることを確認してください。

Lifecycle Controller の修復

電源投入セルフテスト（POST）中に Lifecycle Controller のアップデートが必要 というメッセージが

表示されたら、Lifecycle Controller を保存する内蔵デバイスに含まれるデータが破損している可能性がありま

す。この問題を解決するには、まず Lifecycle Controller Dell Update Package（DUP）を実行して Lifecycle Controller 
のアップデートを試行する必要があります。詳細については、support.dell.com/manuals にある『Dell Update 
Packages ユーザーズガイド』を参照してください。DUP の実行で問題が解決しない場合は、Lifecycle Controller 
修復パッケージを使用します。

1. ftp.dell.com → LifecycleController で、LC2_Repair_Package_1.a.b.c.d.usc（またはそれ以降のバージョン）と
いう名前のファイルを一時的な場所にダウンロードします。

2. iDRAC Web インタフェースを使って、システムの iDRAC に接続します。iDRAC の詳細については、
『Integrated Dell Remote Access Controller 7（iDRAC7）ユーザーズガイド』を参照してください。

3. iDRAC7 ウェブインタフェースで、概要 → iDRAC 設定 → iDRAC ファームウェアアップデート と移動しま
す。

ファームウェアのアップデート ページが表示されます。

4. 参照 をクリックして、ftp.dell.com からダウンロードした Lifecycle Controller 修復パッケージを選択しま
す。

ステータス（手順 3 の 2） ページが表示されます。

5. 次へをクリックします。

アップデート（手順 3 の 3） ページが表示されます。

6. アップデートが完了したら、システムを再起動します。

7. Dell ロゴが表示されてから 10 秒以内に <F10> キーを押し、Lifecycle Controller を起動します。

8. すべての推奨アップデートのインストールを完了します。詳細については、「プラットフォームのアップ
デート」を参照してください。アップデートが完了すると、システムが自動的に再起動します。

9. システムの再起動中に、再度 <F10> キーを押し、Lifecycle Controller を再起動します。

よくあるお問い合わせ

1. Lifecycle Controller がアップデートをダウンロードするとき、ファイルはどこに保存されますか?
ファイルは、メインシステム基板にある非揮発性メモリに保存されます。このメモリは取り外し可能で
はなく、オペレーティングシステムを通してアクセスすることはできません。

2. アップデート用のデータを保存するために仮想メディアデバイスまたは vFlash SD カードは必要ですか? 
いいえ。ファイルは、メインシステム基板上のメモリに保存されます。

3. 仮想メディアとは何ですか?
仮想メディアとは、サーバーがローカルメディアとして識別する CD、DVD、USB キーなどのリモートメ

ディアです。

4. アップデートに失敗した場合は、どうすればよいですか? 
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アップデートに失敗した場合、Lifecycle Controller が再起動し、保留状態の選択されたアップデートのす

べてを再試行します。 後の再起動後、システムは Lifecycle Controller ホーム ページに戻ります。プラ

ットフォームアップデート を再起動し、失敗したアップデートを再度選択して、適用 をクリックしま

す。

メモ: iDRAC ファームウェアアップデートが中断されると、次の iDRAC ファームウェアアップデートを実

行する前に、 大で 30 分間待つ必要がある場合があります。

5. vFlash SD カードとは何ですか?
vFlash SD カードは、iDRAC7 Enterprise に挿入されるフォーマット済み SD（セキュアデジタル）カードで

す。vFlash SD カードは、データストレージ用の USB ドライブとしてアクセス可能になるように、iDRAC 
を介してフォーマットおよび有効化できます。仮想フラッシュは、vFlash SD カード上のパーティション

で、リモートから ISO を書き込むことができます。詳細は、support.dell.com/manuals にある、『Integrated 
Dell Remote Access Controller 7（iDRAC7）ユーザーズガイド』を参照してください。

6. オペレーティングシステムのインストールに使用するために独自のドライバを追加できますか? 
いいえ。 オペレーティングシステムのインストールのために独自のドライバを追加することはできま

せん。オペレーティングシステムのインストールに使用されるドライバのアップデートの詳細につい
ては、「プラットフォームのアップデート」を参照してください。

7. インストールされているオペレーティングシステムで使用されるドライバを Lifecycle Controller からア
ップデートできますか?
いいえ。Lifecycle Controller はオペレーティングシステムのインストールに必要なドライバのみを提供

します。インストールされたオペレーティングシステムによって使用されているドライバをアップデ
ートするには、オペレーティングシステムのヘルプ文書を参照してください。

8. Lifecycle Controller のアップデートに使用する独自のドライバおよびファームウェアをローカル USB デ
バイスに追加できますか?
いいえ。『Dell Server Updates 』DVD からダウンロードされたドライバおよびファームウェアだけがサポ

ートされています。詳細については、「ローカル USB フラッシュドライブの設定」を参照してください。

9. Lifecycle Controller を削除することはできますか? 
いいえ。

10. インストール中に、オペレーティングシステムのメディアソース用に仮想メディアを使用できますか? 
はい。詳細については、お使いのシステムの iDRAC デバイス向けの『iDRAC7 ユーザーズガイド』

（support.dell.com/manuals から取得可能）を参照してください。

11. アップデートリポジトリ用に仮想 USB を使用できますか?
はい。詳細については、『iDRAC7 ユーザーズガイド』（support.dell.com/manuals から取得可能）を参照し

てください。

12. UEFI とは何ですか? Lifecycle Controller はどのバージョンに適合していますか?
Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）は、制御を起動前環境からオペレーティングシステムに移行

するためのインタフェースを詳述した仕様です。Lifecycle Controller は UEFI バージョン 2.1 に適合してい

ます。詳細は、uefi.org を参照してください。

13. ハードウェア設定内で、設定ウィザードと詳細設定との違いは何ですか?
Lifecycle Controller は、設定ウィザード と 詳細設定 の 2 通りの方法をハードウェアの設定に提供します。

設定ウィザードは、システムデバイスを設定するための手順一連を示します。設定ウィザードには、
iDRAC、RAID、システム日時、および物理セキュリティが含まれます。詳細については、「ハードウェア

設定」を参照してください。

詳細設定では、ヒューマンインタフェースインフラストラクチャ（HII）対応のデバイス（NIC および 

BIOS など）を設定することができます。詳細については、「詳細 LAN 設定」を参照してください。

14. Lifecycle Controller は、BIOS とファームウェアのロールバックをサポートしますか? 
はい。詳細については、「プラットフォームロールバック」を参照してください。

15. どのデバイスがシステムアップデートをサポートしていますか?
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Lifecycle Controller は現在、BIOS、iDRAC ファームウェア、電源ファームウェア、および特定の RAID と 

NIC コントローラのファームウェアをサポートしています。詳細については、「プラットフォームのアッ

プデート」を参照してください。

16. ハードウェア設定内の詳細設定では、どのデバイスがサポートされていますか?
詳細設定は、BIOS および NIC で使用できます。システム構成によっては、他のデバイスが HII 設定標準

をサポートしている場合、それらのデバイスも詳細設定に表示されることがあります。詳細について
は、「ハードウェア設定」を参照してください。

17. Lifecycle Controller の使用中にシステムがクラッシュしたらどうすればよいですか?
Lifecycle Controller の使用中にシステムがクラッシュした場合は、黒い画面に赤いテキストが表示されま

す。この問題を解決するには、まずシステムの再起動と Lifecycle Controller の再起動を試行してくださ

い。問題が解決しなかった場合は、「Lifecycle Controller の修復」の手順を行ってください。引き続き問

題が発生する場合は、デルのテクニカルサポートにお問い合わせください。

18. Lifecycle Controller 製品の現在インストールされているバージョンの詳細はどこにありますか? 
左ナビゲーションペインの バージョン情報 をクリックしてください。

19. iDRAC 仮想コンソールを介して Lifecycle Controller にアクセスするときに、マウスの同期に問題がある場
合はどうすればよいですか?
iDRAC 仮想コンソールクライアントで、iDRAC 仮想コンソールメニューのツールにある、シングルカー

ソル オプションが選択されているようにしてください。詳細については、Dell サポートサイト 

support.dell.com/manuals にある、『Integrated Dell Remote Access Controller 7（ iDRAC7）ユーザーズガイド』

を参照してください。

20. CSIOR を有効にしておくべき理由はなんですか?
再起動時のシステムインベントリの収集（CSIOR）は、システム起動時に Lifecycle Controller が部品ファ

ームウェアアップデートおよびハードウェア設定を自動的に呼び出すように、有効にしておく必要があ
ります。

21. Lifecycle Controller で一部の機能にアクセスできないのはなぜですか?
ライフサイクルログ、ハードウェアインベントリ（表示およびエクスポート）、部品交換、および vFlash 
SD カードの設定は、 新の iDRAC ファームウェアに依存しています。 新の iDRAC ファームウェアがイ

ンストールされていることを確認してください。
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6
ライフサイクルログスキーマ
本項では、一般的なライフサイクルログスキーマを記載します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> <xs:schema xmlns:xs="http://www.w3.org/
2001/XMLSchema" xmlns:dm="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 
targetNamespace="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 
elementFormDefault="qualified" attributeFormDefault="unqualified"> <xs:element 
name="Description" type="xs:string"/> <xs:element name="MessageID" 
type="xs:string"/> <xs:element name="Arg" type="xs:string"/> <xs:element 
name="MessageArguments">  <xs:complexType>  <xs:sequence minOccurs="0">  
<xs:element ref="dm:Arg" minOccurs="0"/>  </xs:sequence>  </xs:complexType>  </
xs:element>  <xs:element name="Event">  <xs:complexType>  <xs:sequence 
minOccurs="0">  <xs:element ref="dm:Description"minOccurs="0"/> <xs:element 
ref="dm:MessageID" minOccurs="0"/> <xs:element 
ref="dm:MessageArguments"inOccurs="0"/> </xs:sequence> <xs:attribute 
name="TimeStamp" type="xs:string"use="required"/> <xs:attribute name="AgentID" 
type="xs:integer"use="required"/> <xs:attribute name="Severity" 
type="xs:integer"use="required"/> <xs:attribute name="s" 
type="xs:string"use="required"/> </xs:complexType>  </xs:element> <xs:element 
name="Events"> <xs:complexType>  <xs:sequence minOccurs="0"> <xs:element 
ref="dm:Event" minOccurs="0"maxOccurs="unbounded"/>  </xs:sequence> 
<xs:attribute name="lang" type="xs:string"use="optional"/> <xs:attribute 
name="schemaVersion"type="xs:string" use="optional"/>  <xs:attribute 
name="timeStamp" type="xs:dateTime" use="optional"/> </xs:complexType>  </
xs:element> </xs:schema>

71



72



7
使いやすいシステムコンポーネント名　
次の表は、システムコンポーネントの FQDD（完全修飾デバイスディスクリプタ）およびそれに相当する使い

やすい名前を示しています。

表 11. システムコンポーネントの使いやすい名前

システムコンポーネント名の FQDD 使いやすい名前

RAID.Integrated.1-1 内蔵 RAID コントローラ 1

RAID.Slot.1-1 スロット 1 の RAID コントローラ

NIC.Mezzanine.1B-1 メザニン内の NIC

NIC.Mezzanine.1C-1

NIC.Mezzanine.1C-2

NIC.Mezzanine.3C-2

NonRAID.Integrated.1-1 内蔵ストレージコントローラ 1

NonRAID.Slot.1-1 スロット 1 のストレージコントローラ

NonRAID.Mezzanine.2C-1 メザニン 1 のストレージコントローラ（ファブリッ
ク C）

NIC.Embedded.1
NIC.Embedded.2

内蔵 NIC 1
内蔵 NIC 2

NIC.Embedded.1-1 内蔵 NIC 1 ポート 1

NIC.Embedded.1-1-1 内蔵 NIC 1 ポート 1 パーティション 1

NIC.Slot.1-1
NIC.Slot.1-2

スロット 1 ポート 1 の NIC
スロット 1 ポート 2 の NIC

Video.Embedded.1-1 内蔵ビデオコントローラ

HostBridge.Embedded.1-1 内蔵 ホストブリッジ 1

ISABridge.Embedded.1-1 内蔵 ISA ブリッジ 2

P2PBridge.Embedded.1-1 内蔵 P2P ブリッジ 3

P2PBridge.Mezzanine.2B-1 メザニン 1 の内蔵ホストブリッジ（ファブリック B）

USBUHCI.Embedded.1-1 内蔵 USB UHCI 1

USBOHCI.Embedded.1-1 内蔵 USB OHCI 1

USBEHCI.Embedded.1-1 内蔵 USB EHCI 1

Disk.SATAEmbeded.A-1 内蔵 SATA ポート A のディスク

Optical.SATAEmbeded.B-1 内蔵 SATA ポート B の光学ドライブ

TBU.SATAExternal.C-1 外付け SATA ポート C のテープバックアップ

Disk.USBFront.1-1 前面 USB 1 に接続されたディスク

Floppy.USBBack.2-1 背面 USB 2 に接続されたフロッピードライブ
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システムコンポーネント名の FQDD 使いやすい名前

Optical.USBFront.1-1 前面 USB 1 に接続された光学ドライブ

Disk.USBInternal.1 内蔵 USB 1 に接続されたディスク

Optical.iDRACVirtual.1-1 仮想接続された光学ドライブ

Floppy.iDRACVirtual.1-1 仮想接続されたフロッピードライブ

Disk.iDRACVirtual.1-1 仮想接続されたディスク

Floppy.vFlash.<string> vFlash SD カードパーティション 2

Disk.vFlash.<string> vFlash SD カードパーティション 3

iDRAC.Embedded.1-1 iDRAC

System.Embedded.1-1 システム

HardDisk.List.1-1 ハードディスクドライブ C:

BIOS.Embedded.1-1 システム BIOS

BIOS.Setup.1-1 システム BIOS セットアップ

PSU.Slot.1 電源装置 1

Fan.Embedded.1 ファン 1

System.Chassis.1 ブレードシャーシ

LCD.Chassis.1 LCD

Fan.Slot. 1
Fan.Slot. 2
～

Fan.Slot. 9

ファン 1
ファン 2
～

ファン 9

MC.Chassis.1
MC.Chassis.2

シャーシ管理コントローラ 1
シャーシ管理コントローラ 2

KVM.Chassis.1 KVM

IOM.Slot.1
～

IOM.Slot.6

IO モジュール 1
～

IO モジュール 6

PSU.Slot.1
～

PSU.Slot.6

電源装置 1
...
電源装置 6

CPU.Socket.1 CPU 1

System.Modular.2 ブレード 2

DIMM.Socket.A1 DIMM A1
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